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和
泉
式
部
歌
集
〝
勒
字
歌
群
〞
の
考
察

―
表
現
の
方
法
と
基
盤
―

久
保
木　

寿
子

一
、
問
題
の
所
在

　

和
泉
式
部
は
、
曽
祢
好
忠
を
嚆
矢
と
す
る
初
期
定
数
歌（
１
）が
も
た
ら
し
た

あ
る
制
約
の
下
で
詠
む
方
法
に
基
づ
き
、
多
様
な
群
作
を
試
み
て
い
る
。

好
忠
百
首
の
系
脈（
２
）に
加
わ
る
べ
く
定
数
を
規
制（
３
）と
す
る
百
首
歌
を
試
み
た

の
み
な
ら
ず
、
好
忠
百
首
の
後
半
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
音
韻
規
制
に
よ

る
勒
字
（「
勒
」
は
、く
つ
わ
。
一
首
の
頭（
尾
）の
一
字
を
制
約
す
る
）
群

作
の
方
法
を
援
用
し
、
三
つ
の
勒
字
歌
群
を
編
ん
で
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
和
泉
式
部
集
（「
集
」
と
記
す
）・
同
続
集
（「
続
」
と
記
す
）

所
収
の
左
記
三
つ
の
勒
字
歌
群
を
対
象
に
、
特
殊
な
形
態
が
産
ん
だ
和
歌

の
表
現
の
有
り
様
と
そ
の
表
現
基
盤
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
歌
群
は
、

詠
歌
内
容
か
ら
こ
の
順
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
扱
う（

４
）。
な
お
（
三
）
は

一
部
重
出
す
る
（「
重
」
と
記
し
、
異
文
は
本
文
中
に
小
字
で
示
す
）。

（
一
）「
い
は
ほ
の
な
か
に
す
ま
ば
か
は
」
歌
群
（
以
下
「
い
は
ほ
」
歌

群
と
略
す
） 

（
集
四
三
三
〜
四
四
四
）
十
二
首

（
二
）「
我
不
愛
身
命
」
歌
群
（
以
下
「
不
愛
」
歌
群
と
略
す
）

 

（
続
四
八
九
〜
五
〇
〇
）
十
二
首

（
三
）「
観
身
岸
額
離
根
草
、
論
命
江
頭
不
繋
舟
」
歌
群
（
以
下
「
観

身
」
歌
群
と
略
す
）

（
集
二
六
八
〜
三
一
〇
）
四
十
三
首

（
重
三
六
七
〜
三
九
一
）
二
十
五
首

こ
れ
ら
の
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
古
今
集
・
法
華
経
偈
文
・
漢
詩
句
か
ら
の
引

用
で
、
こ
れ
ら
を
各
歌
の
冠
音
に
置
き
歌
群
を
連
ね
る
と
同
時
に
、
歌
群

の
統
一
的
主
題
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
提
示
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
古

今
集
序
に
「
歌
の
父
母
」
と
す
る
「
あ
さ
か
や
ま
…
」「
な
に
は
つ
に
…
」

の
二
首
を
、
歌
内
容
と
は
関
係
な
く
単
な
る
音
韻
規
制
と
し
て
用
い
た
先

行
百
首
の
勒
字
と
は
異
質
で
、
本
格
的
な
主
題
を
担
う
表
現
形
態
に
推
し

進
め
た
点
に
お
い
て
、
和
泉
の
三
歌
群
の
独
創
性
は
際
立
っ
て
い
る
。

　

勒
字
詠
法
で
は
、
詠
い
出
し
の
最
初
の
音
（
冠
音
）
を
契
機
に
初
句
の

一
語
が
想
起
さ
れ
、
そ
の
語
を
機
縁
に
以
下
の
歌
句
が
主
題
に
即
し
て
引

き
出
さ
れ
て
い
く
。
あ
る
い
は
勒
字
題
が
主
題
規
制
と
し
て
強
く
一
首
を

意
味
的
に
制
約
す
る
た
め
に
、
主
題
に
適
う
冠
音
が
後
付
け
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
得
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
予
め
景
物
が
提
示
さ
れ
る
屏
風
歌
や

特
定
歌
材
を
承
接
す
る
初
期
百
首
四
季
歌
等
よ
り
も
、
景
物
へ
の
依
存
度

は
格
段
に
低
く
、
よ
り
正
述
心
緒
的
な
傾
向
性
が
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
和
泉
の
勒
字
歌
群
へ
の
評
価
を
、
勅
撰
集
と

の
関
係
で
見
れ
ば
、
和
泉
の
歌
が
最
大
多
数
の
六
十
七
首
を
占
め
る
後
拾

遺
集
で
は
、
内
二
十
首
が
百
首
歌
か
ら
の
撰
入
、
他
に
挽
歌
群
か
ら
三
首

で
、
勒
字
歌
群
か
ら
の
撰
入
は
な
い
。
こ
れ
が
千
載
集
に
な
る
と
、「
い
は

ほ
」
歌
群
一
首
、「
観
身
」
歌
群
三
首
（
他
に
百
首
歌
一
首
、
挽
歌
群
二
首
）
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と
勒
字
歌
群
か
ら
の
撰
歌
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
新
古
今
集
で
は
、「
観
身
」

歌
群
五
首
（
百
首
歌
四
首
、
五
十
首
歌
二
首
）、
新
勅
撰
集
で
は
、「
観
身
」
歌

群
一
首
（
百
首
歌
三
首
、五
十
首
歌
二
首
）
と
な
る
。
撰
集
資
料
の
問
題
・
撰

集
時
期
の
先
後
の
こ
と
な
ど
も
あ
る
の
で
一
概
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
が
、

千
載
集
以
降
に
な
っ
て
、
勒
字
歌
群
、
就
中
「
観
身
」
歌
群
へ
の
関
心
が

顕
著
に
な
る
様
は
見
て
と
れ
よ
う
。

　
「
観
身
」歌
群
歌
を
通
じ
て
藤
原
定
家
の
和
泉
評
価
に
つ
い
て
論
じ
た
渡

部
泰
明（
５
）氏
は
、
高
評
価
の
要
因
を
「
死
」
の
主
題
性
に
見
て
い
た
。
中
世

和
歌
が
注
目
す
る
よ
う
な
死
の
想
念
は
、
和
泉
の
現
実
生
活
の
変
転
を
背

景
と
し
つ
つ
、（
一
）
か
ら
（
三
）
へ
の
経
過
の
な
か
で
深
く
そ
の
表
現
の

形
を
得
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
勒
字
の
方
法
に
よ
り
な
が
ら
、
こ

れ
ら
三
歌
群
の
間
に
は
詠
作
の
背
景
の
違
い
か
ら
生
じ
た
か
な
り
の
懸
隔

が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
先
ず
歌
群
形
成
の
動
機
を
和
泉
の
現
実
生
活
と
の

関
係
に
即
し
て
検
証
し
、
こ
の
懸
隔
の
誘
因
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
音
韻
・
主
題
の
二
重
規
制
の
下
で
の
詠
歌
が
、
単
な
る
実
情
の

直
叙
で
は
あ
り
え
な
い
と
す
れ
ば
、
膨
大
な
歌
こ
と
ば
の
蓄
積
の
中
か
ら

何
が
取
捨
さ
れ
、
一
首
は
ど
う
構
成
さ
れ
た
の
か
、
先
行
歌
と
の
関
係
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
正
述
心
緒
」
的
効
果
を
招

い
た
詠
法
の
解
析
を
図
り
た
い
。
仮
説
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
万
葉
集
正

述
心
緒
歌
の
享
受
・
影
響
と
い
う
よ
り
は
、
当
代
の
貴
族
生
活
に
浸
透
し

て
い
た
贈
答
歌
の
方
法
の
摂
取
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
期
、
藤
原
摂
関
家
を
中
心
と
し
た
上
層
貴
族
の
日
常
詠
の
集
積

で
あ
る
第
二
勅
撰
集
後
撰
集
の
時
代
を
経
て
、
贈
答
歌
は
言
わ
ば
お
墨
付

き
を
得
て
宮
廷
社
会
に
蔓
延
し
、
宮
廷
女
房
た
ち
の
歌
は
、
や
が
て
私
家

集
と
し
て
編
ま
れ
る
ほ
ど
に
蓄
積
さ
れ
て
く
る
。
藤
原
公
任
撰
の
三
十
六

歌
仙
に
撰
入
さ
れ
た
古
今
集
歌
人
の
伊
勢
・
小
町
に
関
わ
る
諸
本
な
ど

が
、
そ
れ
ら
の
歌
人
の
作
ら
し
い
歌
を
加
え
増
幅
し
な
が
ら
編
ま
れ
て

い
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
三
条
院
女
房
小
大
君
も
ま
た
三
十
六
歌

仙
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
中
古
三
十
六
歌
仙
に
は
、
和
泉
式

部
を
含
む
大
量
の
女
性
歌
人
が
名
前
を
連
ね
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
、

馬
内
侍
・
御
形
宣
旨
・
赤
染
衛
門
等
は
、
和
泉
の
一
世
代
前
の
歌
人
達
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
房
歌
人
と
男
性
貴
族
達
と
の
し
ば
し
ば
恋
愛
に
纏

わ
る
縦
横
な
贈
答
歌
の
遣
り
取
り
を
、
和
泉
は
、
対
詠
性
の
強
い
「
正
述

心
緒
」
的
な
歌
を
詠
じ
る
一
機
縁
と
し
て
摂
取
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

以
下
、
歌
群
ご
と
に
順
次
見
て
い
く
（
テ
キ
ス
ト
・
歌
番
号
は
、
勅
撰
集
は

『
新
編
国
歌
大
観
』（
但
し
万
葉
歌
は
旧
番
号
）、
私
家
集
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』

に
よ
る
。
私
に
表
記
を
改
め
た
）。

二
、「
い
は
ほ
」
歌
群
の
検
討

　

最
初
に
、（
一
）「
い
は
ほ
」
歌
群
（
集
四
三
三
〜
四
四
四
）
の
十
二
首

（
①
〜
⑫
で
示
す
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
歌
群
は
、次
の
よ
う
な
詞

書
の
下
に
展
開
す
る
。

こ
こ
ろ
に
も
あ
ら
ず
あ
や
し
き
事
い
で
き
て
、
例
す
む
所
も
さ

り
て
嘆
く
を
、
親
も
い
み
じ
う
嘆
く
と
聞
き
て
言
ひ
や
る
、
上
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の
文
字
は
世
の
古
こ
と
な
り 

（
集
四
三
三
詞
書
）

こ
こ
に
言
う
「
あ
や
し
き
事
」
と
は
、
和
泉
式
部
集
に
散
見
す
る
、

正
月
七
日
、
親
の
勘
事
な
り
し
ほ
ど
に
、
若
菜
や
る
と
て

こ
ま
ご
ま
に
あ
ふ
と
は
聞
け
ど
な
き
な
を
ば
い
づ
ら
は
今
日
も
人
の

摘
み
け
る 

（
集
二
五
一
）

返
し
、
親

な
き
な
ぞ
と
い
ふ
人
も
な
し
君
が
身
に
お
い
の
み
つ
む
と
聞
く
ぞ
苦

し
き 

（
集
二
五
二
）

な
ど
が
示
す
事
態
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
和
泉
守
橘
道
貞
と
い
う
夫
が
あ
り

な
が
ら
「
あ
や
し
き
こ
と
」
が
出
来
し
た
結
果
、
家
を
出
ざ
る
を
得
ず
親

か
ら
も
勘
当
状
態
に
な
っ
た
苦
境
の
中
で
綴
ら
れ
た
も
の
（
長
保
年
間
か
）

で
、親
の
元
に
「
言
ひ
や
」
っ
た
数
首
重
ね
の
贈
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
初
の
勒
字
歌
群
形
成
の
具
体
的
な
契
機
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。「
世
の
古
こ
と
」、
即
ち
古
今
集
雑
下
所
収
の
「
い
か
な
ら
む
巌
の
中

に
住
ま
ば
か
は
世
の
憂
き
こ
と
の
聞
こ
え
来
ざ
ら
む
」
の
第
二
・
三
句
を

勒
字
と
し
た
の
に
は
、
実
体
験
に
基
づ
く
相
応
の
現
実
的
な
背
景
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
十
二
首
の
連
作
に
は
、
深
い
後
悔
の
念
と
と
も
に
、
行
き

場
の
な
い
苦
境
を
訴
え
親
の
甘
受
を
乞
う
心
が
象
ら
れ
る
。

　

こ
の
歌
群
の
特
徴
の
一
つ
は
、
現
実
の
苦
境
の
中
か
ら
設
題
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
個
別
の
歌
が
第
一
次
的
な
体
験
性
を
垣
間
見
せ
る
こ
と
に

あ
る
。
例
え
ば
①
⑩
⑫
の
よ
う
に
、
和
泉
式
部
集
中
の
他
の
歌
句
と
の
類

似
（
傍
線
で
示
す
）
か
ら
、
そ
の
詞
書
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詠
作

の
背
景
を
辿
れ
る
も
の
が
あ
る
。

①
い
に
し
へ
や
物
思
ふ
人
を
も
ど
き
け
ん
報
い
ば
か
り
の
心
ち
こ
そ
す
れ

 

（
集
四
三
三
）

　
「
イ
」
音
に
規
定
さ
れ
て
展
開
す
る
冒
頭
歌
。
こ
の
「
い
に
し
へ
」
は
、

例
え
ば
『
和
泉
式
部
集
全
釈（
６
）正
集
篇
』
は
「
前
世
」
の
意
に
と
っ
て
い
る

が
、
次
の
歌
か
ら
し
て
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の
意
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

親
な
ど
言
ふ
こ
と
あ
り
け
れ
ば
、
し
の
び
て
は
ら
か
ら
ど
も
な

ど
、
昔
あ
り
し
や
う
に
て
物
が
た
り
す
る
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ

れ
ば

い
に
し
へ
の
あ
り
し
な
が
ら
に
あ
る
人
も
心
が
な
し
に
物
ぞ
悲
し
き

 

（
集
七
四
八
）

こ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
密
か
に
姉
妹
と
会
っ
た
折
に
詠
ま

れ
た
も
の
と
思
し
い
が
、初
二
句
「
い
に
し
へ
の
あ
り
し
な
が
ら
に
」
は
、

詞
書
の
「
昔
あ
り
し
や
う
に
て
」
に
対
応
し
、
勘
当
以
前
の
過
去
を
指
す

も
の
で
あ
る
。
①
も
こ
れ
と
同
様
、
勘
当
以
前
の
平
穏
な
日
常
を
「
い
に

し
へ
」
と
し
て
回
顧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

①
の
主
想
は
、
好
忠
百
首
恋
「
あ
ぢ
き
な
し
身
に
増
す
も
の
は
何
か
あ

る
と
恋
ひ
せ
し
人
を
も
ど
き
し
か
ど
も
」（
好
忠
集
四
一
五
）
に
拠
ろ
う
。

思
い
悩
む
者
を
「
も
ど
い
た
」
過
去
の
体
験
が
、
今
、
我
が
身
の
問
題
と

し
て
反
芻
さ
れ
、「
報
い
」
と
認
識
さ
れ
る
。「
身
に
増
す
も
の
は
何
か
あ

る
」
と
自
己
の
主
体
を
疑
わ
ず
に
あ
っ
た
お
ご
り
の
春
へ
の
「
現
報
」
で

あ
る
。

　

因
み
に
、「
報
い
」
は
、
抑
も
和
歌
に
は
馴
染
み
の
薄
い
仏
語
だ
が
、
古

今
集
「
誹
諧
歌
」
に
二
首
見
ら
れ
る
。「
わ
れ
を
思
ふ
人
を
お
も
は
ぬ
報
い
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に
や
わ
が
思
ふ
人
の
我
を
思
は
ぬ
」（
雑
体
一
〇
四
一
）
の
よ
う
に
、
思
う

に
任
せ
な
い
人
の
心
を
、
因
果
応
報
の
観
念
に
結
び
つ
け
た
自
虐
的
な
口

吻
が
、
誹
諧
の
要
素
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
語
を
、
和
泉
は

歌
集
中
の
数
カ
所
で
用
い
て
い
る
。
そ
の
中
の
次
の
一
首
は
、
こ
れ
も
詞

書
か
ら
し
て
、
七
四
八
と
同
一
の
状
況
で
の
作
と
み
ら
れ
る
が
、
よ
り
生

な
体
験
を
反
映
し
て
い
る
。

親
は
ら
か
ら
な
ど
、同
じ
所
に
は
か
に
ほ
か
ほ
か
に
な
り
て
後
、

尊
と
き
こ
と
す
る
に
言
ひ
や
る

そ
の
中
に
あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
な
れ
る
身
を
知
ら
ば
や
何
の
罪
の
報

い
と 

（
集
七
一
七
）

法
事
の
場
に
あ
る
親
姉
妹
に
、
同
席
で
き
な
い
嘆
き
を
訴
え
、「
知
ら
ば
や

何
の
罪
の
報
い
と
」
と
疑
問
を
発
す
る
。

　

①
は
あ
た
か
も
、
こ
れ
に
対
し
自
答
す
る
か
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の
行

為
の
「
報
い
」
な
の
だ
と
こ
れ
を
納
得
し
よ
う
と
す
る
。
言
わ
ば
七
一
七

歌
に
対
す
る
答
歌
の
体
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一
次
的
・
体
験
的
な
日
常
詠
を
基
盤
に
、
自

ら
の
感
情
に
あ
る
種
の
反
芻
整
理
を
加
え
る
和
泉
の
手
法
で
あ
る
。
体
験

的
・
実
情
的
な
自
詠
を
反
芻
し
問
い
返
す
中
か
ら
，
自
問
自
答
的
に
和
泉

の
歌
は
展
開
し
て
い
く
。
自
詠
へ
の
応
答
的
行
為
と
し
て
、
一
次
的
な
場

が
持
っ
て
い
た
対
詠
（
会
話
）
性
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑩
花
咲
か
ぬ
谷
の
そ
こ
に
も
住
ま
な
く
に
深
く
も
物
を
思
は
る
る
か
な

 

（
集
四
四
二
）

　
「
ハ
」
音
に
始
ま
る
一
首
。
こ
の
歌
に
も
、
①
歌
と
同
様
、
第
一
次
的
な

詠
歌
事
情
を
窺
わ
せ
る
歌
が
見
ら
れ
る
。

も
の
の
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
も
の
へ
な
む
詣
づ
る
と
聞
き

て
、
い
づ
く
へ
ぞ
、
其
所
へ
な
ん
と
だ
に
言
へ
と
、
人
の
言
ひ

た
る
に

い
か
ば
か
り
心
深
く
も
あ
ら
ぬ
身
も
憂
（
い
）
け
れ
ば
谷
の
そ
こ
へ

こ
そ
ゆ
け 

（
集
一
五
一
・
重
七
一
六
）

こ
の
歌
は
集
七
一
六
に
次
の
詞
書
で
重
出
し
、
前
掲
の
七
一
七
に
連
接
す

る
。

物
へ
詣
づ
と
聞
き
て
、
も
し
其
所
へ
か
と
言
ひ
た
る
に
、
さ
な

れ
ば 

（
集
七
一
六
詞
書
）

ど
ち
ら
に
し
て
も
、「
い
づ
く
へ
ぞ
、
其
所
へ
な
ん
と
だ
に
言
へ
」「
も
し

其
所
へ
か
」
と
、
行
き
先
を
尋
ね
ら
れ
て
返
し
た
事
情
が
説
明
さ
れ
る
。

問
わ
れ
た
「
其
所
」
に
掛
け
て
「（
谷
の
）
底
」
と
行
き
先
を
示
し
、「（
心
）

ふ
か
く
」
は
「
谷
の
底
」
の
縁
語
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、も
と
は
と
言
え
ば
「
其
所
」（
居
場
所
）
が
問
題
だ
っ
た

も
の
が
、
⑩
で
は
、
第
一
次
的
な
場
で
の
人
と
の
受
け
答
え
を
欠
き
独
詠

的
に
纏
め
あ
げ
ら
れ
た
結
果
、
掛
詞
が
機
能
せ
ず
、「
其
所
」
の
意
味
は
失

わ
れ
る
。
が
、
一
五
一
歌
の
「
心
深
く
あ
ら
ぬ
身
―
（
し
か
し
）
―
（
深

い
）
谷
の
底
へ
行
く
」
と
い
う
上
下
句
の
意
味
合
い
が
、
⑩
で
は
「（
深

い
）
谷
の
底
に
住
ま
ぬ
―
（
し
か
し
）
―
深
く
物
思
う
」
と
反
転
さ
れ
、

今
の
物
思
い
の
深
さ
に
収
斂
さ
せ
て
終
わ
る
。
こ
こ
に
も
、
音
韻
規
制
を

契
機
に
、
自
ら
の
歌
を
反
芻
し
（
こ
こ
で
は
否
定
的
に
媒
介
さ
せ
て
）、
主

情
を
打
ち
出
し
て
い
く
和
泉
の
方
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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⑦
に
ご
り
江
の
そ
こ
に
す
む
と
も
聞
こ
え
ず
は
さ
す
が
に
我
を
君
恋
ひ
じ

や
は 

（
集
四
三
九
）

　

こ
の
「
そ
こ
に
す
む
」
も
同
種
の
趣
向
に
よ
る
。
こ
れ
は
掛
詞
と
し
て

の
両
義
（
底
―
澄
む
・
其
処
―
住
む
）
を
保
持
し
て
い
る
。

⑫
春
雨
の
降
る
に
つ
け
て
ぞ
世
間
の
う
き
も
あ
は
れ
と 

思
ひ
知
ら
る
る

 

（
集
四
四
四
）

　

歌
群
最
後
の
こ
の
歌
に
も
、
詠
歌
事
情
を
推
測
さ
せ
る
歌
が
あ
る
。

ま
た
、
人
に

詠
む
れ
ば
思
ひ
知
ら
る
る
世
間
の
う
き
も
あ
は
れ
も
知
る
人
ぞ
知
る

 

（
集
七
五
〇
）

語
順
に
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
一
の
表
現
を
と
る
。
こ
の
七
五
〇

歌
も
一
連
の
背
景
の
下
に
一
括
し
う
る
歌
で
あ
る
。
こ
の「
詠
む
」が「
長

雨
」
の
連
想
を
呼
び
、
冠
音
「
ハ
」
か
ら
「
春
雨
」
が
導
か
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
後
者
が
贈
歌
と
し
て
、「
人
に
」
向
け
て
「
う
き
も
あ

は
れ
も
知
る
」
こ
と
を
求
め
る
の
に
対
し
、
⑫
に
は
そ
れ
が
な
く
、
独
り

「
思
ひ
知
ら
る
る
」
の
み
で
あ
る
。
独
詠
的
に
閉
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
①
⑩
⑫
の
表
現
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
集
七

一
五
〜
七
一
七
、
七
四
八
〜
七
五
〇
の
よ
う
な
日
常
詠
が
あ
っ
た
と
想
定

さ
れ
る
。
繰
り
返
す
が
、
こ
の
よ
う
な
現
実
生
活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
間

関
係
の
中
で
交
わ
さ
れ
た
歌
の
言
葉
が
本
歌
群
の
数
首
に
取
り
込
ま
れ
、

言
わ
ば
再
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の

は
、
体
験
的
・
一
回
的
な
日
常
詠
を
基
盤
に
、
自
ら
の
感
情
に
あ
る
種
の

反
芻
整
理
を
加
え
る
和
泉
の
手
法
で
あ
る
。
実
情
的
に
詠
ま
れ
た
自
詠
を

反
芻
し
問
い
返
す
中
か
ら
，自
問
自
答
的
に
和
泉
の
歌
は
展
開
し
て
い
く
。

喩
的
景
物
に
依
拠
す
る
余
地
も
な
い
よ
う
な
、〝
正
述
心
緒
〞
的
表
現
と
見

せ
な
が
ら
、
実
は
過
去
の
自
詠
へ
の
応
答
的
行
為
と
し
て
、
一
次
的
な
場

が
持
っ
て
い
た
対
話
性
を
回
復
す
る
手
法
で
あ
る
。
冠
音
の
規
制
は
、
そ

の
た
め
の
契
機
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
和
泉
式
部
の
和
歌
に
つ
い
て
言

わ
れ
る
実
情
性
・
正
述
心
緒
性
は
、
こ
の
よ
う
な
体
験
的
自
詠
と
の
対
峙
・

応
答
・
再
構
成
と
い
う
経
緯
を
経
て
、
独
自
の
心
情
表
現
と
し
て
獲
得
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
前
記
の
詠
歌
事
情
に
因
ろ
う
が
、
こ
の
歌
群
に
は
親
子
相
互
の

関
係
を
捉
え
る
、
②
「
玉
と
な
し
け
ん
」、
⑤
「
お
の
が
ふ
ね
ふ
ね
」、
⑪

「
た
ら
ち
ね
の
を
し
み
も
し
け
ん
」
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
一

方
、
後
半
に
掛
け
て
の
次
の
三
首
に
は
、「
君
」
と
い
う
対
称
表
現
が
続
け

て
現
れ
る
。

⑥
悲
し
き
は
こ
の
世
ひ
と
つ
が
憂
き
よ
り
も
君
さ
へ
物
を
思
ふ
な
り
け
り

 

（
集
四
三
八
）

⑦
に
ご
り
江
の
そ
こ
に
す
む
と
も
聞
こ
え
ず
は
さ
す
が
に
わ
れ
を
君
こ
ひ

じ
や
は 

（
集
四
三
九
）

⑧
過
ぎ
に
け
る
方
ぞ
悲
し
き
君
を
見
て
あ
か
し
く
ら
し
を
月
日
と
思
へ
ば

 

（
集
四
四
〇
）

こ
の
対
称
は
実
情
性
を
強
く
喚
起
す
る
語
で
あ
る
が
、
詠
歌
の
実
際
は
以

下
に
見
る
よ
う
に
や
は
り
構
成
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

⑥
の
初
句
「
悲
し
き
は
」
は
、命
題
的
に
あ
る
観
念
を
呼
び
起
こ
す
（
挽

歌
群
（
続
七
三
）・
五
十
首
歌
（
続
一
三
七
）
参
照
）。
初
出
例
は
好
忠
百
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首
（
つ
ら
ね
歌
）「
悲
し
き
は
か
ら
に
も
あ
ら
ぬ
み
山
辺
に
埋
れ
て
ゆ
か
ぬ

谷
が
は
の
水
」（
好
忠
集
四
八
〇
）
で
あ
る
。
⑦
の
錯
綜
す
る
視
線
の
有
り

様
は
、
前
述
の
自
問
自
答
的
な
態
度
に
因
る
。
⑧
で
は
、「
君
」
と
共
に
実

在
的
に
動
い
て
い
た
過
去
の
「
時
」
を
、
失
っ
た
今
、
悲
し
む
体
の
も
の
。

　

こ
の
歌
群
も
、
他
の
二
歌
群
と
同
様
、
基
本
的
に
独
詠
的
に
詠
ま
れ
て

い
る
の
だ
が
、
和
泉
は
こ
れ
を
親
の
元
へ
「
言
い
ひ
や
」
っ
て
い
る
。
切

迫
し
た
内
心
の
思
い
を
訴
え
る
有
効
な
手
段
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
和

泉
式
部
日
記
の
数
首
重
ね
の
贈
歌
や
手
習
文
が
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。三

、「
我
不
愛
身
命
」
歌
群
の
検
討

　

次
に
、「
我
不
愛
身
命
」
歌
群
（
続
四
八
九
〜
五
〇
〇
）
十
二
首
（
⑴
〜

⑿
で
示
す
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
主
題
性
の
有
り
様
と
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
注
（
4
）
拙
稿
に
て

論
じ
た
が
、『
法
華
経
』
勧
持
品
の
偈
「
我
不
愛
身
命 

但
惜
無
上
道
」
を

主
旨
と
し
、
ひ
た
す
ら
な
仏
道
へ
の
帰
依
を
詠
う
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
偈
を
勒
字
題
と
し
た
背
景
に
は
、第
二
次
勧
学
会
の
影
響
が
あ
ろ
う
。

長
保
四
年
（

1002
）
六
月
の
為
尊
親
王
薨
去
後
に
な
る
が
、『
権
記
』
同
年
八

月
十
八
日
の
条
に
は
、「
詣
左
府
、
有
二
十
八
品
和
歌
、
大
弼
作
序
、
入
夜

罷
出
」
の
記
事
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
所
収
の
藤
原

有
国
「
讃
法
華
経
二
十
八
品
和
歌
序
」
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
道
長
主
催

の
「
東
三
条
院
詮
子
追
善
法
華
八
講
」
の
折
の
こ
と
で
、
公
任
・
斉
信
・

俊
賢
・
行
成
ら
の
参
会
が
確
認
さ
れ
る
。
以
降
、
法
華
三
十
講
時
の
歌
合

の
催
行
が
恒
例
化
し
て
い
く
。
す
で
に
漢
詩
で
は
、正
暦
六
年
（
995
）「
備

後
介
題
法
華
経
八
品
詩
本
韻
」
の
こ
と
が
あ
り
、
行
成
・
公
任
・
為
憲
の

参
会
が
指
摘（

７
）さ
れ
て
い
る
。
ま
た
杉
田
ま
ゆ
子（
８
）氏
は
、
公
任
集
・
赤
染
衛

門
集
が
法
華
経
二
十
八
品
和
歌
に
加
え
維
摩
経
十
喩
和
歌
を
含
む
こ
と
か

ら
、
長
保
五
年
（

1003
）
十
月
、
道
長
主
催
の
興
福
寺
維
摩
会
の
影
響
を
指

摘
し
、
和
泉
の
歌
数
首
に
つ
い
て
も
維
摩
経
十
喩
か
ら
の
影
響
を
見
、
公

任
詠
か
ら
の
影
響
を
推
測
し
て
い
る
。

　

一
方
、
そ
の
直
前
の
同
年
九
月
二
十
八
日
、
花
山
院
に
は
「
院
源
僧
都

説
止
観
」（『
権
記
』
同
日
条
）
の
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
仏
教
へ
の
傾
斜
を
深
め
る
社
会
的
状
況
の
中
で
、
和
泉
が

経
文
に
注
目
し
た
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
単
な
る
経
旨
歌
の
域

を
超
え
て
、
敢
え
て
勒
字
題
に
よ
る
群
作
を
為
し
た
こ
と
に
は
、
や
は
り

個
人
的
な
事
情
を
斟
酌
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
一
）と
同
様
に
現
実
生
活

に
根
ざ
し
た
詠
歌
行
為
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
長
保
五
年
十
二
月
、
東
三

条
院
南
院
入
り
を
契
機
に
帥
宮
敦
道
親
王
（
冷
泉
帝
第
四
皇
子
）
の
文
化
圈

に
接
し
た
こ
と
の
影
響
を
見
て
も
牽
強
で
は
あ
る
ま
い
。

　

帥
宮
自
身
の
宗
教
的
な
事
跡
は
、
正
暦
四
年
（
993
）
三
月
十
五
日
、
木

幡
に
參
詣
（『
小
右
記
』
同
日
条
）、
同
五
年
（
994
）
二
月
二
十
日
、
関
白

藤
原
道
隆
の
積
善
寺
供
養
会
に
參
列
（『
日
本
紀
略
』
同
日
条
）、
寛
弘
二
年

（
1005
）
九
月
二
十
六
日
、
法
事
の
こ
と
（『
権
記
』
同
日
条
）
等
が
あ
る
が
、

和
泉
式
部
日
記
に
も
見
る
よ
う
に
宮
の
仏
道
帰
依
へ
の
思
い
は
深
い
。

　

和
泉
式
部
集
に
「
帥
の
宮
に
て
題
十
給
は
せ
た
る
」
と
す
る
、「
大
井
川
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の
筏
」
以
下
「
清
滝
川
の
月
」
ま
で
の
十
題
詠
（
和
泉
集
三
五
四
〜
三
六

三
）
が
あ
る
（
一
部
欠
落
）。
寛
弘
元
年
か
ら
寛
弘
三
年
の
秋
の
間
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。『
全
釈
』
は
こ
の
設
題
に
「
河
陽
十
詠
」（『
文
華
秀
麗
集
』
下
）

の
影
響
を
見
る
（
山
寺
鐘
な
ど
）
が
如
何
。
延
喜
七
年
亭
子
院
の
大
堰
川
行

幸
和
歌
題
を
想
起
さ
せ
る
も
の
（
紅
葉
・
岸
に
残
る
菊
）
も
あ
る
。
花
山
院

に
年
次
不
明
な
が
ら
大
堰
川
行
幸
和
歌
題
詠
が
あ
り
、
ま
た
権
力
拡
大
を

図
る
藤
原
道
長
の
大
堰
遊
覧
が
頻
繁
に
な
っ
た
の
に
伴
い
貴
族
達
の
大
堰

詠
も
増
え
る
が
、
こ
の
歌
群
は
そ
れ
ら
の
行
幸
讃
仰
や
遊
覧
の
気
分
と
は

無
縁
で
、
総
じ
て
陰
鬱
な
調
子
で
一
貫
し
て
い
る
。
森
田
兼
吉（

９
）氏
の
指
摘

の
よ
う
に
、
こ
れ
は
提
題
者
で
あ
る
帥
宮
と
そ
の
周
辺
の
気
分
を
色
濃
く

反
映
し
た
結
果
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
十
題
詠
の
表
現
に
は
、
拾
遺
集
歌
と
類
似
・
類
想
の
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、

＊
お
ほ
ゐ
河
く
だ
す
い
か
だ
の
水
な
れ
棹
さ
し
い
づ
る
物
は
涙
な
り
け
り

 
（
集
三
五
四
）

大
井
河
く
だ
す
い
か
だ
の
水
な
れ
棹
見
な
れ
ぬ
人
も
恋
し
か
り
け
り

 

（
拾
遺
恋
一
・
六
三
九
／
拾
遺
抄
（
以
下
「
抄
」）
ナ
シ
）

こ
れ
は
同
一
の
序
を
借
り
拾
遺
恋
歌
を
、「
涙
」
へ
と
暗
転
さ
せ
た
も
の
。

＊
夕
暮
は
物
ぞ
悲
し
き
鐘
の
音
を
あ
す
も
聞
く
べ
き
身
と
し
知
ら
ね
ば

 

（
集
三
五
五
）

山
寺
の
入
あ
ひ
の
鐘
の
声
ご
と
に
け
ふ
も
暮
れ
ぬ
と
聞
く
ぞ
悲
し
き

 

（
拾
遺
哀
傷
一
三
二
九
／
抄
雑
下
）

希
な
歌
材
で
あ
る
「
鐘
」
が
和
泉
詠
に
多
い
の
は
、拾
遺
集
歌
の
影
響
か
。

（
10
）

　

因
み
に
拾
遺
歌
は
、御
形
宣
旨
集
一
八
（
増
補
部
分
カ
）
に
、初
句
「
オ

ホ
ソテ

ラ
ノ
」
と
し
て
入
る
。

＊
紅
葉
ば
の
散
る
も
を
し
ま
じ
亀
山
の
劫
を
尽
く
し
て
成
り
も
こ
そ
す
れ

 

（
集
三
五
九
）

女
院
御
八
講
捧
物
に
か
ね
し
て
亀
の
か
た
を
つ
く
り
て
よ
み
侍

り
け
る　

斎
院

劫
尽
く
す
御
手
洗
河
の
亀
な
れ
ば
法
の
浮
き
木
に
遭
は
ぬ
な
り
け
り

 

（
拾
遺
哀
傷
一
三
三
七
／
抄
ナ
シ
）

「
女
院
」
は
詮
子
。
齋
院
は
選
子
内
親
王
。
そ
の
発
心
和
歌
集
（
以
下
、
発

心
。
寛
弘
九
年
成
立
。）
に
は
「
常
不
軽
菩
薩
品
」
の
「
億
億
万
劫
、
至
不

可
議
、
時
乃
得
聞
、
是
法
華
経
」
を
題
と
す
る
次
の
歌
が
あ
る
。

い
か
に
し
て
多
く
の
劫
を
尽
く
し
け
む
か
つ
聴
て
（「
く
」
カ
）
だ
に

も
あ
か
ぬ
み
の
り
を 

（
発
心
四
四
）

他
に
「
尽
於
未
来
一
切
劫
」
の
経
句
な
ど
も
、発
心
和
歌
集
七
（
後
掲
）
や

十
四
歌
の
題
に
挙
が
る
。

　

和
泉
の
勅
撰
集
初
出
歌
、『
法
華
経
』
化
城
喩
品
「
従
冥
入
於
冥
、
永
不

聞
仏
名
」
に
拠
る
「
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
べ
き
は
る
か
に
照
ら

せ
山
の
端
の
月
」（
拾
遺
哀
傷
一
三
四
二
／
抄
ナ
シ
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
花
山

院
撰
と
さ
れ
る
拾
遺
集
哀
傷
の
部
に
入
集
し
た
一
首
で
、「
雅
致
女
式
部
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
若
年
の
詠
と
さ
れ
る
が
、
拾
遺
集
の
成
立
を
寛
弘
二
・

三
年
末
頃
ま
で
と
見
れ
ば
、
和
泉
の
南
院
生
活
中
に
性
空
と
の
結
縁
の
機

会
を
得
て
浮
上
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
小
大
君
の
大
江
為
基
へ
の
贈

歌
「
長
き
夜
の
闇
に
ま
よ
へ
る
我
を
お
き
て
雲
が
く
れ
ぬ
る
夜
半
の
月
か
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な
」（
小
大
君
集
二
二
）
の
影
響
を
見
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
同
じ
く
『
法
華
経
』
観
持
品
か
ら
「
我
不
愛
身
命
」
の
偈
を
引

き
勒
字
題
と
し
た
当
歌
群
の
、
経
文
と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

⑷
い
か
ば
か
り
深
き
海
と
か
な
り
ぬ
ら
ん
塵
の
罪
だ
に
山
と
積
も
れ
ば

 

（
続
四
九
二
）

　
『
和
泉
式
部
家
集
考
証
』（
岸
本
由
豆
流
版
下
本
）
頭
注
は
、『
智
度
論
』
第

九
十
四
か
ら
「
積
微
塵
成
山
、
難
可
得
移
動
云
々
」
を
、
岩
瀬
法
雲
氏
は

「
破
煩
悩
山
、
竭
愛
欲
海
」（
四
十
華
厳
経
）
を
引
き
、『
全
釈
』
は
、
罪
深

さ
を
言
う
た
め
に
『
法
華
経
』
普
門
品
の
「
弘
誓
深
如
海
」
を
「
逆
に
取

り
な
し
た
」
も
の
と
す
る
。

　

発
心
和
歌
集
、普
賢
十
願
「
称
讃
如
来
」
の
歌
に
は
次
の
表
現
が
あ
る
。

各
以
一
切
音
声
海
、
普
於
無
量
妙
言
詞
、
尽
於
未
来
一
切
劫
、

讃
仏
深
心
功
徳
海

思
ふ
に
も
い
ふ
に
も
あ
ま
る
深
さ
に
て
こ
と
も
心
も
及
ば
れ
ぬ
か
な

 
（
発
心
七
）

素
直
な
帰
依
の
深
さ
で
あ
る
。
逆
に
罪
障
感
の
深
さ
の
比
喩
と
す
る
和
泉

の
屈
折
が
際
立
つ
で
あ
ろ
う
。

⑺
惜
し
ま
れ
ぬ
か
た
こ
そ
有
り
け
れ
い
た
づ
ら
に
消
え
な
む
事
は
猶
ぞ
悲

し
き 

（
続
四
九
五
）

「
我
不
愛
身
命　

但
惜
無
上
道
」」
に
依
る
は
ず
が
、
こ
れ
も
「
逆
に
取
り

な
し
」
て
、
現
世
へ
の
執
着
を
詠
う
。
こ
れ
が
相
対
化
さ
れ
る
の
は
、
後

述
「
観
身
」
歌
群
26
の
歌
に
よ
っ
て
、「
惜
し
と
お
も
ふ
折
や
あ
り
け
む
」

（
11
）

と
、
こ
の
事
が
回
顧
さ
れ
る
時
で
あ
る
。

⑻
は
か
も
な
き
露
を
ば
さ
ら
に
い
ひ
お
き
て
あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
身
を
い
か

に
せ
ん 

（
続
四
九
六
）

初
句
「
は
か
も
な
き
（
露
）」
は
、「
い
は
ほ
」
歌
群
②
「
は
か
も
な
き
露

の
ほ
ど
に
も
消
ち
て
ま
し
玉
と
な
し
け
ん
か
ひ
も
な
き
身
を
」（
四
三
四
）

と
同
一
の
出
だ
し
だ
が
、
体
験
性
は
消
え
、
消
え
ず
に
あ
る
の
に
「
あ
る
」

と
も
言
え
な
い
よ
う
な
「
身
」
を
、
露
の
縁
語
「
あ
り
」
と
い
う
こ
と
ば

で
観
念
的
に
押
さ
え
た
も
の
で
、
こ
れ
は
後
の
「
観
身
」
歌
群
「
見
る
程

は
夢
も
た
の
ま
る
は
か
な
き
は
あ
る
を
あ
る
と
て
す
ぐ
す
な
り
け
り
」（
二

六
八
）
へ
と
連
な
る
。
詠
歌
の
背
景
の
変
質
に
伴
う
三
歌
群
の
歌
の
変
容

が
辿
れ
る
具
体
例
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

こ
れ
ら
と
類
同
の
歌
句
を
持
つ
歌
が
発
心
和
歌
集
に
見
ら
れ
る
。

は
か
な
く
も
た
の
み
け
る
か
な
は
じ
め
よ
り
あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
世
に

こ
そ
有
り
け
れ 

（
発
心
二
一
）

こ
れ
は
、『
仁
王
経
』
下
巻
「
有
本
自
無
、
因
縁
成
諸
、
盛
者
必
衰
、
実
者

必
虚
」
を
題
と
し
た
釈
教
歌
で
あ
る
。
あ
る
い
は
和
泉
の
次
の
歌
⑾
の
方

が
、「
世
」
へ
の
眼
差
し
に
お
い
て
、
さ
ら
に
こ
れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
。

⑾
幻
に
た
と
へ
ば
世
は
た
た
の
ま
れ
ぬ
な
け
れ
ど
あ
れ
ば
あ
れ
ど
な
け
れ

ば 

（
続
四
九
九
）

　

歌
頭
に
「
幻
」
を
置
く
が
、
こ
れ
は
『
維
摩
経
』
十
喩
に
「
是
身
如
」

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
聚
沫
・
泡
・
炎
・
芭
蕉
・
幻
・
夢
・
影
・
響
・
浮

雲
・
電
」
の
中
の
「
是
身
如
幻
、
従
転
倒
起
」
に
よ
る
も
の
で
、
ま
さ
に

「
転
倒
」
を
歌
う
。
発
心
和
歌
集
「
か
げ
ろ
ふ
の
有
る
か
な
き
か
の
世
の
中
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に
わ
れ
あ
る
も
の
と
た
れ
頼
み
け
ん
」（
四
二
）
は
、「
世
皆
不
牢
固
、
如

水
沫
泡
焔
、
汝
等
咸
応
当
、
疾
生
厭
離
心
」（『
法
華
経
』
随
喜
功
徳
品
）

を
題
と
す
る
も
の
。『
全
釈
』
は
、古
今
雑
下
の
「
世
の
中
は
夢
か
う
つ
つ

か
う
つ
つ
と
も
夢
と
も
知
ら
ず
あ
り
て
無
け
れ
ば
」
を
挙
げ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
無
常
の
意
識
が
浸
透
し
、
和
泉
も
そ
の
坩
堝
の
只
中
に
居
た
の

で
あ
る
。

　

種
々
の
経
文
は
虚
の
思
想
・
無
常
観
を
象
る
た
め
の
譬
喩
の
宝
庫
で

あ
っ
た
。
和
泉
が
男
と
の
関
係
の
危
う
さ
を
皮
肉
っ
た
「
白
露
も
夢
も
こ

の
世
も
幻
も
た
と
へ
て
い
へ
ば
久
し
か
り
け
り
」（
後
拾
遺
恋
四
・
八
三
二
）

な
ど
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
比
喩
が
生
活
に
溶
け
込
み
日
常
化
し
て
い
る
様

が
窺
わ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
的
観
念
を
支
え
る
の
は
「
死
」
の
現

前
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
三
世
に
渡
る
時
間
と
救
済
の
問
題
が
意
識
さ
れ
て

く
る
。

⑽
し
ば
し
ふ
る
世
だ
に
か
ば
か
り
住
み
う
き
に
哀
い
か
で
か
あ
ら
ん
と
す

ら
む 
（
続
四
九
八
）

来
世
で
の
時
間
の
内
に
あ
る
自
己
を
詠
う
。
億
万
劫
を
視
野
に
入
れ
て
の

不
安
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
発
心
和
歌
集
は
、「
常
不
軽
菩
薩
品
」
の

「
億
億
万
劫
、
至
不
可
議
、
時
乃
得
聞
、
是
法
花
経
」
を
題
に
、
億
万
劫
を

経
て
の
法
華
経
と
の
出
会
い
を
詠
う
が
、
和
泉
詠
は
、
来
る
世
の
永
劫
の

時
間
の
前
に
立
ち
竦
む
。

⑿
過
ぎ
ゆ
く
を
月
日
と
の
み
も
思
ふ
か
な
今
日
と
も
お
の
が
身
を
ば
知
ら

ず
て 

（
続
五
〇
〇
）

当
歌
群
の
最
後
の
一
首
。
無
常
迅
速
な
時
間
の
内
に
あ
る
自
己
の
、
存
在

認
識
の
不
明
さ
そ
の
も
の
を
扱
う
。『
全
釈
』
は
、栄
華
物
語
（
見
果
て
ぬ

夢
）
か
ら
、
小
大
君
の
為
頼
へ
の
返
歌
、「
あ
る
は
な
く
な
き
は
数
そ
ふ
世

の
中
に
あ
は
れ
い
つ
ま
で
あ
ら
む
と
す
ら
む
」（
為
頼
集
二
五
）
を
挙
げ
る
。

止
ま
る
こ
と
な
く
経
過
す
る
時
間
へ
の
認
識
を
取
り
出
す
上
句
に
お
い

て
、
和
泉
の
歌
の
独
自
性
は
際
立
つ
。

　

以
上
、
経
文
を
強
く
意
識
し
こ
れ
を
受
け
止
め
渡
り
合
い
な
が
ら
、
世

尊
・
衆
生
の
い
ず
れ
の
視
点
に
付
く
こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
「
但
惜
無
上

道
」
に
収
束
さ
れ
切
れ
な
い
生
身
の
実
存
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
特
異
な
経
文
題
の
設
定
、
教
義
に
背
き
か
ね
な
い
実
存
性
の
表
出
を
支

え
た
の
は
、
大
堰
十
詠
の
提
題
者
で
あ
っ
た
帥
宮
の
存
在
で
は
な
か
っ
た

か
。
独
詠
歌
群
の
形
を
取
り
な
が
ら
、
題
意
に
即
し
、
宮
に
共
鳴
す
る
べ

く
無
常
の
世
を
嘆
き
つ
つ
、
他
方
、
正
直
に
現
世
へ
の
執
着
を
訴
え
る
矛

盾
の
中
に
、
こ
の
歌
群
の
対
詠
性
を
捉
え
て
お
き
た
い
。

四
、「
観
身
岸
額
離
根
草
、
論
命
江
頭
不
繋
舟
」
歌
群
の
検
討

　

こ
の
歌
群
は
、
和
泉
式
部
集
二
六
八
〜
三
一
〇
の
四
十
三
首
（
1
〜
43

で
示
す
）。
内
二
十
五
首
が
重
出
す
る
（
重
三
六
七
〜
三
九
一
で
示
す
）。「
観

身
岸
額
離
根
草
、
論
命
江
頭
不
繋
舟
」
の
漢
詩
句
を
勒
字
題
と
す
る
。
こ

れ
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』「
無
常
」
に
羅
維（
巌
維
カ
）作
と
し
て
収
録
さ
れ

る
が
，
朗
詠
集
の
成
立
は
寛
仁
の
頃
ま
で
下
り
、
当
歌
群
成
立
の
後
に
な

る
。
永
観
二
年
（
984
）、
花
山
院
の
同
母
姉
尊
子
内
親
王
（
円
融
妃
）
の
為

に
、
源
為
憲
が
編
ん
だ
『
三
宝
絵
詞
』
上
巻
冒
頭
序
に
引
か
れ
る
の
が
早
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い
例
で
、
和
歌
で
は
小
馬
命
婦
集
の
巻
頭
歌
（
東
山
逍
遙
歌
一
〇
首
の
中
）

「
た
と
へ
つ
つ
岸
の
ほ
と
り
に
身
を
捨
て
て
つ
な
が
ぬ
船
も
の
ど
け
か
り

け
り
」（
小
馬
命
婦
集
一
）が
こ
れ
を
踏
む
の
が
初
見
か
。
た
だ
し
こ
の
歌
は

上
下
句
に
こ
の
詩
聯
を
踏
み
な
が
ら
も
、「
無
能
無
所
求
、
飽
食
而
遨
遊
、

汎
若
不
繋
舟
、虚
而
遨
遊
者
也
」（『
荘
子
』
列
禦
冠
）
に
繋
ぐ
こ
と
で
、「
無

心
無
碍
の
平
穏
」
な
「
の
ど
け
き
舟
」
を
詠
う
。『
匡
衡
集
』
に
も
同
趣
の

引
用
が
見
ら
れ
る
。

　

漢
詩
句
題
な
が
ら
「
観
身
」「
論
命
」
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、こ
の
歌

群
の
表
現
と
先
行
歌
と
の
関
連
を
見
る
と
、「
不
愛
」
歌
群
と
同
様
、
仏
教

の
教
義
と
実
存
の
問
題
に
絡
む
歌
が
浮
上
し
て
く
る
。
中
で
も
拾
遺
集
哀

傷
の
部
と
の
関
連
が
強
く
迫
り
出
し
て
く
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
男

女
の
贈
答
歌
か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
表
現
の
摂
取
が
、
対
詠
性
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
あ
る
よ
う
だ
。
以
下
、
順
次
見
て
い
く
。

【
仏
典
と
の
関
連
】

　

先
ず
こ
の
歌
群
の
仏
典
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
三
角
洋
一
氏
に
詳
細

な
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
に
依
拠
し
な
が
ら
初
期
定
数
歌
と
の
関
連
も
併
せ

て
見
て
お
く
。

1
み
る
程
は
夢
も
た
の
ま
る
は
か
な
き
は
あ
る
を
あ
る
と
て
過
ぐ
す
な
り

け
り 

（
集
二
六
八
）

②
は
か
も
な
き
露
の
ほ
ど
に
も
消
ち
て
ま
し
玉
と
な
し
け
ん
か
ひ
も

な
き
身
を 

（
集
四
三
四
）

⑻
は
か
も
な
き
露
を
ば
さ
ら
に
い
ひ
お
き
て
あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
身
を

い
か
に
せ
ん 

（
続
四
九
六
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

⑾
幻
に
た
と
へ
ば
世
は
た
た
の
ま
れ
ぬ
な
け
れ
ど
あ
れ
ば
あ
れ
ど
な

け
れ
ば 

（
続
四
九
九
）

　
「
露
」「
幻
」
か
ら
「
夢
」
へ
と
、
先
行
歌
群
か
ら
の
展
開
で
あ
る
。
既

述
の
よ
う
に
背
景
に
は
『
法
華
経
』
随
喜
功
徳
品
「
世
皆
不
牢
固
、
如
水

沫
泡
焔
…
」
や
『
仁
王
経
』
下
巻
「
有
本
自
無
、
因
縁
成
諸
…
」、『
維
摩

経
』
十
喩
の
「
聚
沫
・
泡
・
炎
・
芭
蕉
・
幻
・
夢
・
影
・
響
・
浮
雲
・
電
」

な
ど
の
観
念
が
あ
ろ
う
。
が
、
当
歌
は
初
二
句
に
お
い
て
、
儚
さ
を
知
り

つ
つ
夢
を
頼
み
に
し
て
し
ま
う
儘
な
ら
な
さ
を
「
た
の
ま
る
」
に
凝
縮
さ

せ
、
下
句
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
世
に
「
あ
る
」
こ
と
自
体
の
儚

さ
と
、
無
効
性
の
中
で
「
過
ぐ
す
」
こ
と
の
空
虚
を
突
く
。
敦
道
親
王
喪

失
の
体
験
を
通
じ
て
得
た
確
信
で
あ
ろ
う
。
観
念
に
留
ま
ら
な
い
実
感
・

体
験
性
を
「
な
り
け
り
」
が
断
定
的
に
示
す
。
虚
妄
と
知
り
つ
つ
生
き
続

け
る
不
条
理
感
の
詠
出
で
あ
る
。

3
観
ず
れ
ば
昔
の
罪
を
し
る
か
ら
に
な
ほ
目
の
前
に
袖
は
ぬ
れ
け
り

 

（
集
二
七
〇
）

　

初
句
は
仏
語
。
観
想
を
示
す
。
単
独
例
。
勒
字
故
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
歌
に
つ
い
て
三
角
氏
は
、『
諸
経
要
集
』
巻
十
四
・
十
悪
部
か
ら
「
経

日
、
欲
知
過
去
因
、
当
看
現
在
果
、
欲
知
未
来
果
、
但
看
現
在
因
」
を
引

き
、
こ
の
よ
う
な
「
あ
る
経
の
文
句
を
ふ
ま
え
た
も
の
」
と
し
て
、「
過
去

の
因
つ
た
な
く
、
現
在
の
悲
嘆
を
招
い
た
と
身
の
上
を
観
察
し
た
と
こ
ろ

で
、
や
は
り
涙
が
こ
ぼ
れ
る
」
と
そ
の
意
を
と
ら
え
て
い
る
。「
目
の
前

に
」
の
用
例
は
、
古
今
集
以
下
の
恋
歌
に
散
見
す
る
が
、
和
泉
で
は
、
帥

宮
挽
歌
群
に
「
御
忌
日
に
」
の
詞
書
の
も
と
次
の
用
例
を
見
る
（
他
に
二
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例
―
集
六
〇
七
・
続
三
八
四
）。
宮
一
周
忌
の
頃
の
詠
。

目
の
前
に
涙
に
く
ち
し
衣
で
は
こ
ぞ
の
今
日
ま
で
あ
ら
む
と
や
見
し

 

（
続
八
八
）

　

宮
の
死
を
眼
前
に
し
た
そ
の
体
験
を
前
世
の
罪
の
結
果
と
観
じ
な
が
ら

も
、
袖
は
「
涙
に
濡
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
、
と
生
の
体
験
性
を
打
ち
出
す
。

仏
教
的
観
念
に
随
順
し
き
れ
な
い
生
身
の
情
感
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

20
瑠
璃
の
地
と
人
も
見
つ
べ
し
わ
が
床
は
（
宿
に
）
涙
の
玉
と
（
の
）
し

き
に
し
け
れ
ば 

（
集
二
八
七
・
重
三
七
二
）

　

初
句
「
瑠
璃
の
地
」
は
、
三
角
氏
に
よ
れ
ば
『
薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願

功
徳
経
』
の
「
琉
璃
為
地
、
金
縄
界
道
」
を
「
思
い
浮
か
べ
た
も
の
」
と

い
う
。
ラ
行
の
音
を
も
つ
和
語
は
限
ら
れ
る
た
め
、
和
泉
に
限
ら
ず
勒
字

歌
群
に
は
、
し
ば
し
ば
仏
語
・
漢
語
が
取
り
込
ま
れ
る
が
、
こ
こ
も
先
行

す
る
初
期
定
数
歌
歌
人
の
歌
、

瑠
璃
草
の
葉
に
お
く
露
の
玉
を
さ
へ
物
思
ふ
と
き
は
涙
と
ぞ
な
る

 

（
順
集
三
九
「
あ
め
つ
ち
の
歌
」）

瑠
璃
の
壷
さ
さ
ら
ゐ
さ
き
は
蓮
葉
に
た
ま
れ
る
露
に
さ
も
似
た
る
か

な 

（
好
忠
集
五
四
五
（
順
百
首
））

の
影
響
が
あ
ろ
う
。
和
泉
の
歌
は
単
な
る
比
喩
を
超
え
「
瑠
璃
の
地
」
即

ち
浄
土
そ
の
も
の
を
、
涙
に
く
れ
る
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
幻
視
と
し
て
提

示
す
る
。

41
類
よ
り
も
ひ
と
り
離
れ
て
知
る
人
も
な
く
な
く
越
え
ん
死
出
の
山
道

 

（
集
三
〇
八
）

　

同
じ
く
ラ
行
音
の
漢
語
「
類
」
に
始
ま
る
。
好
忠
百
首
（「
あ
さ
か
や

ま
」）
の
次
の
歌
を
踏
む
。

類
よ
り
も
ひ
と
り
離
れ
て
と
ぶ
雁
の
と
も
に
遅
る
る
わ
が
身
か
な
し

な 

（
好
忠
集
四
三
一
）

死
出
の
路
を
独
り
辿
る
我
が
身
の
仮
想
。
三
角
氏
は
三
句
以
下
に
つ
き
、

『
摩
訶
止
観
』
巻
七
上
の
「
無
常
殺
鬼
、
不
択
豪
賢
…
…
所
有
産
貸
、
徒
為

他
有
、
冥
冥
独
逝
、
誰
訪
是
非
」（『
往
生
要
集
』
大
文
一
に
も
）
に
よ
る
と

す
る
。
後
拾
遺
集
哀
傷
五
三
七
、
栄
華
物
語
（
鳥
辺
野
）
に
定
子
皇
后
宮

の
臨
終
詠
と
し
て
載
る
「
知
る
人
も
な
き
別
れ
路
に
今
は
と
て
心
細
く
も

急
ぎ
た
つ
か
な
」
も
同
様
の
典
拠
に
依
ろ
う
。
長
保
二
年
（

1001
）
十
二
月

の
こ
と
故
、
和
泉
歌
に
先
行
す
る
。

　

以
上
、「
観
身
」
歌
群
を
仏
典
と
の
関
わ
り
か
ら
見
て
き
た
が
、「
不
愛
」

歌
群
が
、教
義
と
の
問
答
の
趣
を
呈
し
総
じ
て
観
念
的
だ
っ
た
の
に
対
し
、

こ
の
歌
群
は
宮
と
の
死
別
を
経
た
後
の
詠
歌
故
か
、
他
者
の
非
在
へ
の
嘆

き
、
自
己
の
死
へ
の
想
到
な
ど
、
実
情
性
が
増
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

世
尊
・
衆
生
の
視
座
か
ら
詠
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
経
旨
歌
な
ど
と
は
全
く

遠
い
。

【
拾
遺
集
と
の
関
連
】

　

次
に
、
拾
遺
集
所
収
歌
と
の
表
現
上
の
類
似
を
問
題
と
し
た
い
。
す
で

に
大
堰
十
詠
に
兆
し
て
い
た
傾
向
性
の
確
認
で
あ
る
。

19
た
ら
ち
め
の
諌
め
し
も
の
を
つ
れ
づ
れ
と
眺
む
る
を
だ
に
と
ふ
人
も
な

し
（
き
） 

（
集
二
八
六
・
重
三
七
一
）

　

右
の
歌
の
初
二
句
は
、
拾
遺
集
恋
歌
所
収
の
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た
ら
ち
ね
の
親
の
諫
め
し
う
た
た
ね
は
物
思
ふ
時
の
わ
ざ
に
ぞ
有
り

け
る 

（
拾
遺
恋
四
・
八
九
七
／
抄
恋
下
三
二
三
）

に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
諌
め
ら
れ
る
行
為
は
「
つ
れ
づ
れ
の
眺
め
」
で

あ
る
。
か
つ
て
咎
め
ら
れ
た
物
思
う
窮
状
を
、
今
は
誰
も
問
わ
な
い
。
他

者
の
不
在
と
取
り
残
さ
れ
た
孤
独
が
詠
わ
れ
る
。
恋
歌
か
ら
挽
歌
へ
の
変

換
が
あ
ろ
う
か
。
高
遠
集
の
長
歌
に
も
「
た
ら
ち
ね
の
親
の
諌
め
し
こ
と

は
な
を
…
」
の
例
が
あ
る
。

23
命
だ
に
あ
ら
ば
見
る
べ
き
身
の
は
て
を
し
の
ば
ん
人
も
な
き
ぞ
悲
し
き

 

（
続
一
三
四
・
集
二
九
〇
）

　
「
自
分
の
最
後
を
見
と
り
偲
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
人
も
い
な
い
」
と
、こ

れ
も
他
者
の
非
在
を
詠
う
。
初
句
「
命
だ
に
あ
ら
ば
」
の
用
例
は
深
養
父
・

実
方
な
ど
に
も
散
見
す
る
が
、
拾
遺
集
の
恋
歌
に
次
の
一
首
が
あ
る
。

い
か
に
し
て
し
ば
し
忘
れ
ん
命
だ
に
あ
ら
ば
あ
ふ
よ
の
あ
り
も
こ
そ

す
れ 

（
拾
遺
恋
一
・
六
四
六
／
抄
ナ
シ
）

が
、
問
題
は
、
和
泉
歌
の
三
句
以
下
の
「
我
が
身
の
果
て
」
を
扱
う
奇
矯

と
も
言
え
る
設
定
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
う
一
首
、
拾
遺
集
哀
傷
所
収
の
歌

を
介
在
さ
せ
て
考
え
た
い
。

忠
蓮
、
南
山
の
房
の
絵
に
、
死
人
を
法
師
の
見
侍
り
て
泣
き
た

る
形
か
き
た
る
を
見
て　
　
　
　
　
　

源
相
方
朝
臣

契
あ
れ
ば
屍
な
れ
ど
も
あ
ひ
ぬ
る
を
我
を
ば
誰
か
と
は
ん
と
す
ら
ん

 

（
拾
遺
哀
傷
一
三
二
八
・
抄
五
七
〇
）

和
泉
23
歌
は
、
拾
遺
集
の
状
況
設
定
―
絵
の
形
に
基
づ
く
―
に
依
拠
し
て

構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
恋
歌
の
「
命
だ
に
あ
ら
ば
」
逢

え
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
期
待
は
、
哀
傷
歌
で
は
屍
と
な
っ
た
相
手
と

の
再
会
に
変
わ
る
。
そ
れ
も
因
縁
あ
っ
て
の
故
。
さ
ら
に
哀
傷
歌
は
、
下

句
で
自
ら
の
死
を
看
取
り
悲
し
む
他
者
を
求
め
る
。
絵
の
中
の
「
死
者
」

と
そ
れ
を
「
見
」
て
泣
く
「
法
師
」、
さ
ら
に
そ
の
絵
を
「
見
て
」、
我
が

屍
と
そ
れ
を
訪
う
他
者
の
不
在
を
詠
じ
る「
相
方
」。
こ
の
錯
綜
す
る
視
線

は
、
絵
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
、
和
泉
の
23
に
摂
取
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
歌
群
の
最
終
歌
43
「
寝
し
床
に
玉
な
き
骸
を
と
め
た

ら
ば
な
げ
の
あ
は
れ
と
人
も
見
よ
か
し
」（
集
三
九
一
）
も
、
こ
れ
と
同
一

趣
向
の
歌
で
あ
る
。「
忠
蓮
」
は
天
台
僧
、「
南
山
房
」
は
叡
山
の
そ
れ
か

と
さ
れ
る
。
相
方
は
、
六
条
左
大
臣
源
重
信
の
男
、
致
方
の
弟
。
正
暦
五

年
（
994
）
に
東
宮
（
居
貞
）
傅
を
兼
任
す
る
が
、
翌
年
五
月
に
は
薨
去
。

31
え
こ
そ
な
ほ
う
き
世
と
思
へ
ど
そ
む
か
れ
ぬ
お
の
が
心
の
う
し
ろ
め
た

さ
に 

（
集
二
九
八
・
重
三
八
一
）

　

出
家
へ
と
動
く
心
と
、そ
れ
に
順
い
得
な
い
生
身
の
心
の
迷
い
を
詠
う
。

拾
遺
集
哀
傷
に
は
、
慶
滋
保
胤
の
出
家
時
の
一
首
が
入
る
。

う
き
世
を
ば
そ
む
か
ば
け
ふ
も
そ
む
き
な
ん
あ
す
も
あ
り
と
は
頼
む

べ
き
身
か 

（
拾
遺
哀
傷
一
三
三
〇
）

あ
た
か
も
こ
れ
に
返
す
か
の
よ
う
に
、
和
泉
は
踏
み
切
れ
な
い
自
ら
の

「
心
」
を
慨
嘆
す
る
。
同
趣
の
詠
に
、

山
里
に
い
り
ぬ
る
月
も
何
な
れ
や
わ
れ
は
う
き
世
の
そ
む
か
れ
ぬ
か

な 

（
重
之
子
僧
集
二
〇
）

そ
む
け
ど
も
そ
む
か
れ
ぬ
は
た
身
な
り
け
り
心
の
ほ
か
に
う
き
世
な

け
れ
ば 

（
能
因
集
七
四
）
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な
ど
が
あ
る
。「
身
」「
心
」
の
乖
離
を
正
面
か
ら
扱
う
能
因
詠
は
、
出
家

の
身
を
う
ら
や
む
輔
尹
へ
の
返
歌
。

37
露
を
み
て
草
葉
の
上
と
お
も
ひ
し
は
時
ま
つ
程
の
命
な
り
け
り

 

（
三
〇
四
）

　

三
角
氏
は
、『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
末
尾
の
偈
「
一
切
有
為
法
、
如
夢

幻
泡
影
、
如
露
亦
如
電
、
応
作
如
是
観
」（
第
八
巻
）
に
加
え
て
、「
秋
風

に
な
び
く
草
葉
の
露
よ
り
も
消
え
に
し
人
を
何
に
た
と
へ
ん
」（
拾
遺
集
哀

傷
一
二
八
六
／
抄
五
五
三
）
を
挙
げ
る
が
、
む
し
ろ
、

病
し
て
人
多
く
な
く
な
り
し
年
、
な
き
人
を
野
ら
薮
な
ど
に
お

き
て
侍
る
を
見
て　
　
　
　
　
　

佐
清

み
な
人
の
命
を
露
に
た
と
ふ
る
は
草
む
ら
ご
と
に
置
け
ば
な
り
け
り

 
（
拾
遺
哀
傷
一
三
二
五
／
抄
ナ
シ
）

こ
の
方
が
、「
命
」
を
「
露
」
と
同
定
す
る
点
に
お
い
て
近
い
で
あ
ろ
う

か
。
事
実
に
よ
る
と
は
言
え
こ
れ
も
奇
矯
な
題
材
で
は
あ
る
。
和
泉
は
こ

れ
を
「
命
」
そ
の
も
の
の
歌
と
し
て
詠
み
変
え
た
も
の
か
。

39
限
り
あ
れ
ば
い
と
ふ
ま
ま
に
も
消
え
ぬ
身
を
（
の
）
い
ざ
大
方
は
思
ひ

捨
て
て
ん 

（
集
三
〇
六
・
重
三
八
八
）

　

こ
れ
と
初
句
を
同
じ
く
す
る
歌
に
、
拾
遺
集
哀
傷
所
収
の
道
信
の
歌
が

あ
る
。限

あ
れ
ば
け
ふ
ぬ
ぎ
捨
て
つ
藤
衣
果
て
な
き
物
は
涙
な
り
け
り

 

（
拾
遺
哀
傷
一
二
九
三
／
抄
雑
下
五
五
八
）

こ
れ
は
小
大
君
集
四
六
に
は
、
下
句
「
涙
の
果
て
ぞ
知
ら
れ
ざ
り
け
る
」

の
形
で
入
る
。
一
見
当
歌
と
は
相
異
な
る
趣
向
歌
な
の
だ
が
、
こ
れ
を
帥

宮
挽
歌
群
の
「
限
り
あ
れ
ば
藤
の
衣
は
ぬ
ぎ
捨
て
て
涙
の
色
を
染
め
て
こ

そ
着
れ
」（
続
八
五
）
に
照
ら
す
と
き
、
や
は
り
両
者
の
関
係
性
は
見
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

初
句
で
は
な
い
が
、
発
想
は
好
忠
の
次
の
歌
に
近
い
。

あ
り
へ
じ
と
嘆
く
も
の
か
ら
限
り
あ
れ
ば
涙
に
う
き
て
世
を
も
ふ
る

か
な 

（
好
忠
集
四
二
〇
）

　

ま
た
、
二
・
三
句
が
、
和
泉
の
五
十
首
歌
の
次
の
初
二
句
に
類
似
す
る
。

当
歌
群
と
の
影
響
関
係
を
見
た
い
。

い
と
へ
ど
も
消
え
ぬ
身
ぞ
う
き
う
ら
や
ま
し
風
の
前
な
る
よ
ひ
の
と

も
し
び 

（
続
一
三
四
）

　

以
上
、
死
に
関
わ
る
特
異
な
表
現
に
於
い
て
、
拾
遺
集
哀
傷
歌
と
の
表

現
の
類
似
性
が
極
め
て
強
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
か
と
思
う
。「
拾
遺
抄
」

に
は
な
か
っ
た
「
哀
傷
」
の
部
を
新
規
に
立
て
た
拾
遺
集
の
意
図
に
、
和

泉
は
強
く
共
鳴
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
帥
宮
挽
歌
群
・
五
十
首
歌

と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
寛
弘
四
年
十
月
の
帥
宮
薨
去

が
そ
の
契
機
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

【
贈
答
歌
と
の
関
連
】

　

帥
宮
薨
去
後
に
、
和
泉
は
初
め
て
独
詠
の
時
を
迎
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
が
、「
他
者
の
非
在
」
を
詠
う
こ
と
は
、
対
詠
性
を
失
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
以
下
で
は
、
私
家
集
に
見
ら
れ
る
贈
答
歌
と
の
関
わ
り
か

ら
そ
の
対
詠
性
の
あ
り
方
を
見
て
い
く
。

10
ひ
ね
も
す
に
嘆
か
じ
と
だ
に
有
る
も
の
を
夜
は
ま
ど
ろ
む
夢
も
見
て
し

か 

（
集
二
七
七
）
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こ
れ
は
、
終
日
と
夜
の
対
比
に
お
い
て
、
和
泉
五
十
首
歌
へ
の
回
路
を

開
い
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
歌
で
あ
る
が
、先
ず
は
先
行
す
る
「
い
は
ほ
」

歌
群
の
次
の
歌
と
の
関
係
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

⑨
ま
ど
ろ
ま
ば
う
き
世
夢
と
も
見
る
べ
き
に
い
づ
ら
は
さ
ら
に
寝
ら
れ

ざ
り
け
り 

（
集
四
四
一
）

「
ま
ど
ろ
み
え
な
い
」
苦
境
を
強
調
す
る
⑨
歌
は
、為
頼
集
の
次
の
贈
答
歌

に
依
拠
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
宣
耀
殿
の
民
部
の
乳
母
の
も
と
よ
り
、
お
な
じ
こ
ろ

君
は
い
か
に
寝
覚
め
つ
ら
め
や
思
ひ
や
る
わ
れ
だ
に
よ
を
ば
思
ひ
あ

か
す
を 

（
為
頼
集
七
二
）

か
へ
し

寝
覚
め
と
は
ま
ど
ろ
む
ほ
ど
の
あ
ら
ば
こ
そ
う
き
世
を
夢
と
見
る
ば

か
り
な
り 

（
為
頼
集
七
三
）

「
寝
覚
め
」
は
、
男
女
が
交
わ
す
贈
答
歌
の
世
界
で
は
、
想
い
が
深
け
れ
ば

眠
る
こ
と
も
「
寝
覚
め
」
る
こ
と
も
な
い
は
ず
、
と
し
ば
し
ば
非
難
の
対

象
と
な
る
。
こ
こ
で
も
攻
め
る
七
二
に
対
し
、
七
三
は
「
ま
ど
ろ
み
も
し

な
い
」
と
抗
弁
す
る
。
⑨
は
、
あ
た
か
も
七
三
を
受
け
、
更
に
切
り
返
す

か
の
よ
う
に
、「
せ
め
て
夜
は
歎
か
ず
に
ま
ど
ろ
み
た
い
の
だ
が
」
と
苦
境

を
強
調
す
る
。
10
の
歌
も
、
苦
境
か
ら
逃
れ
て
「
ま
ど
ろ
み
た
い
」
思
い

を
主
題
と
す
る
。
こ
れ
と
は
や
や
ず
れ
る
が
、
先
行
す
る
拾
遺
集
哀
傷
の

中
務
の
一
首
も
挙
げ
て
お
こ
う
。

む
す
め
に
お
く
れ
侍
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
務

忘
ら
れ
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
程
も
が
な
い
つ
か
は
君
を
夢
な
ら
で
見

ん 

（
拾
遺
哀
傷
一
三
一
二
・
抄
恋
下
三
七
三
）

こ
の
歌
は
、
中
務
集
Ⅱ
二
八
三
に
は
「
た
め
本
し
ぼ
ち
の
も
と
へ
、
十
二

首
」
の
中
の
一
首
と
し
て
入
る
。
和
泉
五
十
首
歌
（
夜
中
の
寝
覚
）「
恋
ひ

て
泣
く
ね
に
だ
に
寝
ば
や
夢
な
ら
で
い
つ
か
は
君
を
又
は
見
る
べ
き
」（
続

一
四
二
）
の
下
句
が
、
こ
の
中
務
詠
に
拠
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た

い
。

12
人
と
は
ば
い
か
に
答
へ
ん
心
か
ら
物
お
も
ふ
程
に
な
れ
る
姿
を

 

（
集
二
七
九
）

　

こ
の
歌
は
、
寄
物
に
よ
る
比
喩
表
現
を
と
ら
ず
、
悩
め
る
自
己
の
姿
を

直
に
慨
嘆
す
る
、
そ
の
意
味
で
は
正
述
心
緒
詠
と
も
言
う
べ
き
一
首
で
あ

る
。
窮
状
は
倒
置
の
形
で
下
句
に
詠
ま
れ
、
上
句
で
は
、
こ
の
よ
う
な
言

わ
ば
異
常
な
我
が
身
へ
の
他
者
か
ら
の
問
い
か
け
を
想
定
し
、
答
え
に
窮

す
る
自
身
を
想
定
す
る
。
自
問
自
答
の
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
初
二
句
と
同
様
の
表
現
が
、
馬
内
侍
集
・
高
遠
集
に
も
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
馬
内
侍
集
で
は
、

忍
び
た
る
人
、
遠
く
は
い
か
が
思
ふ
、
限
り
な
め
り
か
し
と
言

ひ
た
れ
ば

人
と
は
ば
い
か
が
答
へ
む
涙
だ
に
心
し
て
や
は
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ

 

（
馬
内
侍
集
一
三
四
）

と
あ
り
、
涙
に
く
れ
る
訳
を
誰
か
に
問
わ
れ
た
と
し
て
も
、
忍
び
の
恋
故

に
説
明
で
き
な
い
と
嘆
く
も
の
で
、
別
れ
を
切
り
出
し
た
男
へ
の
対
詠
歌

で
あ
る
。
一
方
、
高
遠
集
で
は
、
次
の
よ
う
な
御
形
宣
旨
と
の
贈
答
歌
に

同
様
の
初
二
句
が
見
ら
れ
る
。
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御
形
と
い
ひ
し
人
は
、世
に
ゆ
へ
あ
り
て
聞
こ
え
し
人
な
れ
は
、

東
宮
の
宣
旨
に
な
り
て
さ
ぶ
ら
ひ
し
ほ
ど
に
、
も
の
な
ど
言
ひ

わ
た
り
て
、さ
る
べ
き
暇
の
あ
り
し
に
入
り
て
臥
し
た
り
し
に
、

言
ふ
か
ひ
な
し
と
や
思
ひ
け
む
、
い
と
懐
か
し
く
あ
り
て
、
今

宵
は
す
ぐ
せ
ざ
る
や
う
あ
り
と
言
ひ
し
か
ば
、
何
か
は
と
思
ひ

て
、
夜
も
あ
か
さ
で
出
で
て
、
ま
た
の
日
か
く
な
む

人
と
は
ば
い
か
に
答
へ
む
は
か
な
く
て
い
さ
と
ば
か
り
の
い
ら
へ
を

や
せ
む 

（
高
遠
集
九
三
）

返

な
き
名
を
ば
と
ふ
人
も
あ
ら
じ
忘
れ
な
で
い
か
に
答
へ
む
と
思
ひ
け

る
か
な 

（
高
遠
集
九
四
）

男
は
、
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
一
夜
の
こ
と
を
恨
み
、
説
明
が
つ
か
な
い
と

訴
え
る
が
、
女
は
、
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
の
無
意
味
さ
を
衝
き
、

「
と
ふ
人
も
あ
ら
じ
」
と
切
り
返
す
。
典
型
的
な
男
女
の
贈
答
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
人
と
は
ば
」
と
仮
定
す
る
歌
は
、
12
歌
に
限
ら
ず
和
泉

式
部
集
・
続
集
の
贈
答
歌
中
に
も
散
見
さ
れ
る
。
詠
歌
事
情
に
関
わ
る
と

思
わ
れ
る
前
後
の
歌
と
共
に
掲
げ
る
と
、

今
は
た
え
て
あ
は
じ
な
ど
言
ひ
て
の
ち
も
、
ま
た
い
き
あ
ひ
て

し
の
ぶ
れ
ど
忍
び
あ
ま
り
ぬ
い
ま
は
た
だ
か
か
り
け
り
て
ふ
名
を
ぞ

立
つ
べ
し 

（
続
三
八
八
）

同
じ
や
う
な
る
人
に

ａ
人
と
は
ば
何
に
よ
り
と
か
答
へ
ま
し
あ
や
し
き
ま
で
も
濡
る
る
袖
哉

 

（
続
三
八
九
）

忍
び
た
る
人
き
て
、
雨
の
い
み
じ
う
降
る
に
帰
り
て
、
濡
れ
た

る
よ
し
な
ど
言
ひ
た
る
に

ｂ
か
く
ば
か
り
し
の
ふ
る
雨
を
人
と
は
ば
な
に
に
濡
れ
た
る
袖
と
言
ふ

ら
ん 

（
続
二
五
四
）

（
思
ひ
が
け
ず
は
か
り
て
、
も
の
言
ひ
た
る
人
に
）

ｃ
人
と
は
ば
い
か
が
答
へ
ん
お
ほ
か
た
は
君
も
忘
れ
ね
我
も
な
げ
か
じ

 

（
続
二
七
四
）

ａ
の
詞
書
「
同
じ
や
う
な
る
人
」
と
は
、
前
歌
（
続
三
八
八
）
か
ら
し
て

「
し
の
ぶ
る
」関
係
に
あ
る
男
な
の
で
あ
ろ
う
。
ｂ
も
ま
た
思
う
に
任
せ
な

い
忍
ぶ
関
係
で
、
溢
れ
る
涙
の
言
い
訳
が
出
来
な
い
こ
と
を
嘆
く
も
の
。

馬
内
侍
一
三
四
歌
と
趣
向
が
似
る
。
一
方
ｃ
は
、
説
明
し
が
た
い
男
と
の

関
係
そ
の
も
の
に
帰
因
す
る
困
惑
を
詠
む
も
の
で
、高
遠
集
の
例
に
近
い
。

　

和
泉
の
先
行
歌
享
受
の
様
態
は
、
先
ず
は
こ
の
よ
う
な
和
泉
自
身
が
男

と
交
わ
し
た
贈
答
歌
の
中
に
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
男
と
の

関
係
に
疑
念
を
抱
く
は
ず
の
第
三
者
を
想
定
し
、
説
明
の
つ
か
な
さ
を
通

じ
て
、
自
ら
の
苦
渋
を
男
に
訴
え
か
け
る
歌
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
詠
歌

な
が
ら
、
贈
答
歌
と
し
て
交
わ
さ
れ
る
相
互
の
応
答
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
馬
内
侍
集
・
高
遠
集
と
同
様
の
対
詠
性
を

基
調
と
し
て
い
る
。

　

で
は
、
再
び
「
観
身
」
歌
群
12
の
一
首
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く

「
人
と
は
ば
い
か
に
答
へ
ん
」
と
、疑
念
を
持
ち
問
い
か
け
て
く
る
は
ず
の

第
三
者
を
想
定
し
な
が
ら
も
、
こ
の
疑
問
へ
の
解
答
は
、
他
の
誰
に
も
求

め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
問
の
形
で
自
身
に
回
帰
す
る
し
か
な
い
が
、「
心



16和泉式部歌集“勒字歌群”の考察

か
ら
物
お
も
ふ
程
に
な
れ
る
姿
」
を
、
わ
れ
と
説
明
が
付
か
な
い
の
で
あ

る
。
本
来
な
ら
ば
そ
れ
を
訴
え
か
け
る
べ
き
相
手
（
男
）
が
、
こ
こ
に
は

居
な
い
。
当
群
作
は
、
独
詠
歌
の
連
な
り
で
あ
り
、
贈
答
歌
の
形
態
が
許

さ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
来
「
人
と
は
ば
い
か
に
こ
た
へ
ん
」
と
相
手

（
男
）
に
訴
え
か
け
る
は
ず
の
疑
問
が
当
て
処
を
失
い
、そ
の
対
詠
の
ベ
ク

ト
ル
は
自
身
に
厳
し
く
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
自
己
凝
視
の
形
、
孤
絶
の
姿

が
浮
上
し
て
く
る
過
程
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

33
ほ
ど
ふ
れ
ば
人
は
忘
れ
て
や
み
に
け
む
契
り
し
事
を
猶
た
の
む
か
な

 
（
集
三
〇
〇
・
重
三
八
三
「
や
み
ぬ
ら
ん
」）

　

こ
れ
と
類
似
の
初
二
句
が
、同
じ
く
馬
内
侍
集
二
五
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

左
大
殿
（
将
カ
）
帰
り
た
ま
ひ
て
、
雨
ふ
る
に
い
は
る
と
き
き

給
ひ
て

つ
か
の
ま
も
恋
ひ
し
き
人
は
つ
れ
づ
れ
と
な
が
め
に
物
や
お
も
ひ
ま

す
ら
ん 
（
馬
内
侍
集
二
四
）

ひ
さ
し
く
あ
り
て
、
お
ぼ
し
い
で
て

ほ
ど
ふ
れ
ば
忘
れ
や
し
に
し
春
雨
の
ふ
る
こ
と
の
み
ぞ
わ
れ
は
恋
し

き 

（
馬
内
侍
集
二
五
）

返
し

い
と
ど
し
く
濡
れ
の
み
ま
さ
る
衣
手
に
雨
ふ
る
こ
と
を
な
に
に
か
く

ら
ん 

（
馬
内
侍
集
二
六
）

　

こ
の
二
五
歌
は
、風
雅
集
恋
二
に
は
「
左
近
大
将
朝
光
」
と
し
て
入
る
。

「
古
る
事
」
を
巡
り
、例
に
よ
っ
て
「
お
忘
れ
か
」
と
恨
み
の
体
で
女
に
問

い
、
女
は
「
ふ
（
古
・
降
）
る
事
ゆ
え
に
袖
は
涙
の
雨
に
濡
れ
て
い
る
」

と
切
り
返
す
。

　

一
方
、
33
歌
で
は
、「
古
る
事
」
は
「
契
り
し
事
」
と
置
き
換
え
ら
れ
る

が
、
他
者
へ
の
発
信
と
し
て
は
展
開
し
な
い
。
問
い
か
け
る
べ
き
相
手
は

「
人
」
と
第
三
者
化
さ
れ
、自
己
の
想
念
内
で
過
去
推
量
の
対
象
と
し
て
あ

る
の
み
で
あ
る
。「
問
い
」
は
、
言
わ
ば
自
虐
的
に
内
攻
す
る
。
そ
れ
故

に
、
下
句
の
「
猶
た
の
む
」
女
の
孤
絶
感
が
浮
き
立
つ
こ
と
に
な
る
。
贈

答
歌
が
持
つ
攻
め
と
そ
れ
に
応
じ
る
中
で
の
駆
け
引
き
は
、
独
詠
一
首
の

形
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
問
自
答
の
形
で
逼
塞
す
る
。

　

既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
馬
内
侍
集
と
の
関
係
は
観
身
歌
群
以
外
で

も
、
例
え
ば
「
十
二
月
、
人
の
も
と
よ
り
、
よ
み
に
を
こ
せ
た
り
し
」
と

す
る
和
泉
続
集
の
七
首
（
三
二
五
〜
続
三
三
一
）
中
の
、「
雹
」
と
題
す
る

一
首
、竹

の
葉
に
あ
ら
れ
降
る
な
り
さ
ら
さ
ら
に
独
は
寝
べ
き
心
地
こ
そ
せ

ね 

（
続
三
三
〇
）

に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
な
ど
も
や
は
り
馬
内
侍
集
の
次
の
一
首
を
発
想
源

に
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

人
の
も
と
よ
り
、
こ
よ
ひ
は
行
き
や
す
べ
き
と
あ
れ
ば

笹
の
葉
に
あ
ら
れ
降
る
夜
の
寒
け
き
に
独
は
寝
な
ん
物
と
や
は
思
ふ

 

（
馬
内
侍
集
一
五
九
）

こ
こ
で
も
馬
内
侍
集
に
見
ら
れ
る
男
女
間
の
駆
け
引
き
は
捨
象
さ
れ
、
和

泉
歌
で
は
、「
雹
」
の
音
を
耳
に
す
る
ば
か
り
の
女
の
孤
独
な
独
り
寝
の
姿

が
詠
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
さ
ら
さ
ら
に
」
の
音
韻
効
果
は
、馬
内
侍
の
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歌
の
「
さ4

さ
の
葉
ー
さ4

む
け
き
」
の
頭
韻
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

43
寝
し
床
に
魂
な
き
骸
を
止
め
た
ら
ば
な
げ
の
あ
は
れ
と
人
も
み
よ
か
し

 

（
集
三
一
〇
・
重
三
九
一
）

　

歌
群
末
尾
の
一
首
。
三
角
氏
は
、『
仏
説
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
下
・

護
国
品
第
五
の
四
の
非
常
偈
「
形
無
常
主
、
神
無
常
家
、
形
神
尚
離
」
を

あ
げ
、「
魂
な
き
骸
」
は
『
大
和
物
語
』
一
四
七
段
の
次
の
歌
に
依
る
と
す

る
。

影
と
の
み
水
の
下
に
て
あ
ひ
見
れ
ど
魂
な
き
骸
は
か
ひ
な
か
り
け
り

用
語
は
こ
れ
に
借
り
な
が
ら
も
、
一
首
の
趣
向
は
先
述
の
通
り
23
と
同
じ

く
、
拾
遺
集
哀
傷
、
相
方
の
歌
に
依
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
な
げ
の
あ
は
れ
」
は
小
大
君
集
六
五
歌
に
よ
る
と
す
る
。

ひ
た
ぶ
る
に
死
な
ば
な
か
な
か
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
生
き
て
か
ひ
な
き

も
の
思
ふ
身
は 

（
小
大
君
集
六
四
）

か
へ
し

亡
く
な
れ
ば
な
げ
の
あ
は
れ
も
言
は
る
る
を
さ
は
試
み
に
あ
く
が
れ

ね
魂 

（
小
大
君
集
六
五
）

生
き
て
い
て
も
甲
斐
が
な
い
と
訴
え
る
男
に
、「
な
ら
ば
死
ん
で
み
た
ら
」

と
返
し
た
も
の
で
、
冗
談
含
み
の
痛
烈
な
皮
肉
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
六
五

歌
の
「
あ
く
が
れ
ね
」
の
命
令
形
に
応
酬
す
る
か
の
よ
う
に
、
和
泉
の
43

は
、
骸
と
な
っ
た
我
が
身
を
幻
視
し
、
な
ら
ば
「
な
げ
の
あ
は
れ
」
で
あ

れ
、「
あ
は
れ
」
と
「
人
も
み
よ
か
し
」
と
強
く
他
者
に
求
め
る
の
で
あ

る
。
そ
の
応
答
性
・
対
詠
性
、
あ
る
い
は
複
雑
な
視
線
を
交
錯
さ
せ
て
生

じ
る
自
己
客
体
視
は
、
小
大
君
集
の
こ
の
贈
答
歌
の
応
答
を
前
提
に
し
て

（
15
）

こ
そ
獲
得
し
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
正
述
心
緒
歌
と
は
遠
い
。

　

因
み
に
、
和
泉
「
も
の
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
我
が
身
よ
り
あ
く
が
れ
に
け

る
魂
か
と
ぞ
み
る
」（
後
拾
遺
・
雑
六
）
を
始
め
、
遊
離
す
る
魂
を
詠
う
例

は
他
に
も
散
見
す
る
。
馬
内
侍
集
に
は
次
の
贈
答
歌
が
あ
る
。

同
じ
所
に
す
ゑ
て
、
魂
し
づ
め
し
て
ま
ゐ
ら
す
と
て

身
か
ら
こ
そ
と
に
も
か
く
に
も
あ
く
が
れ
め
か
よ
は
む
玉
の
緒
だ
え

だ
に
す
な 

（
馬
内
侍
集
一
六
四
）

と
て
ま
ゐ
ら
せ
た
れ
ば

よ
に
も
み
な
あ
く
が
れ
に
た
る
玉
な
れ
ば
う
ら
な
き
つ
ま
に
留
ま
る

も
の
か
は 

（
馬
内
侍
集
一
六
五
）

こ
の
よ
う
に
無
価
宝
珠
を
含
め
、
贈
答
歌
で
の
「
た
ま
」・
遊
離
魂
は
、
切

迫
し
た
恋
を
演
出
す
る
歌
材
な
の
だ
が
、
こ
れ
ら
に
比
べ
て
も
当
歌
「
魂

な
き
骸
」
の
圧
倒
的
な
孤
絶
感
と
、
他
者
へ
の
強
い
希
求
は
際
立
つ
。
贈

答
歌
が
も
た
ら
す
男
女
の
情
念
の
交
錯
を
吸
収
し
て
成
り
立
つ
、
こ
れ
は

対
詠
性
の
強
い
独
詠
歌
な
の
で
あ
る
。

　

他
者
の
死
か
ら
自
己
の
死
へ
、「
観
身
」
歌
群
の
死
の
歌
に
纏
わ
り
付
く

恋
歌
的
な
情
調
は
、
こ
の
よ
う
な
男
女
の
掛
け
合
い
の
中
で
交
わ
さ
れ
た

対
詠
性
の
強
い
語
句
の
摂
取
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

　

以
上
、観
身
歌
群
の
表
現
に
つ
い
て
先
行
歌
と
の
関
連
を
見
て
き
た
が
、

そ
の
多
く
が
、
師
貞
親
王
（
花
山
天
皇
ー
安
和
二
年
（
969
）
立
太
子
、
永
観
二

年
（
984
）
即
位
、
寛
和
二
年
（
986
）
六
月
退
位
）、
或
い
は
居
貞
親
王
（
三
条
天

皇
ー
寛
和
二
年
七
月
立
太
子
。
寛
弘
八
年
（

1011
）
六
月
即
位
）
の
周
辺
歌
人
の
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詠
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

粗
述
す
れ
ば
、
先
ず
御
形
宣
旨
は
、
馬
内
侍
と
同
じ
文
徳
源
氏
。
前
掲

高
遠
集
詞
書
か
ら
東
宮
（
師
貞
か
）
の
宣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
、
朝
光
集
か

ら
は
晩
年
の
出
家
、
公
任
集
か
ら
花
山
院
退
位
の
年
末
の
存
命
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
兄
弟
惟
正
は
、安
和
二
年
十
一
月
か
ら
天
延
二
年
（
974
）

四
月
ま
で
、
東
宮
（
師
貞
）
亮
で
あ
っ
た
。
ま
た
馬
内
侍
は
、
拾
遺
集
に

「
中
宮
内
侍
」と
し
て
四
首
入
集
。
円
融
朝
の
内
裏
ま
た
は
中
宮

子
女
房

で
、
花
山
朝
に
は
大
齋
院
選
子
内
親
王
に
出
仕
し
た
か
と
さ
れ
、
家
集
か

ら
は
朝
光
・
道
隆
・
道
兼
・
道
長
・
公
任
・
実
方
な
ど
と
の
交
遊
が
知
ら

れ
る
。

　

小
大
君
は
、
居
貞
親
王
に
仕
え
、
東
宮
女
蔵
人
左
近
と
も
称
さ
れ
る
。

小
大
君
集
に
、
東
宮
居
貞
親
王
・
朝
光
・
実
方
・
源
俊
賢
・
平
兼
盛
な
ど

の
名
が
見
え
る
。長
く
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

子
の
弟
朝
光
は
、

永
観
二
年
、
師
貞
即
位
に
際
し
女
姚
子
を
入
内
さ
せ
た
が
不
首
尾
に
終

わ
っ
て
い
る
。
永
祚
元
年
（
989
）
六
月
ま
で
東
宮
（
居
貞
）
大
夫
で
あ
っ

た
。
そ
の
朝
光
集
に
は
、「
東
宮
の
左
近
の
蔵
人
、
忘
れ
た
ま
ふ
□
の
ち
に

聞
こ
え
た
る
」（
朝
光
集
一
二
）、「
馬
の
内
侍
の
南
な
る
家
に
、
十
二
月
廿

日
ば
か
り
に
渡
る
、
松
ど
も
に
つ
け
て
」
と
す
る
贈
答
歌
（
同
二
二
・
二

三
）、「
御
形
宣
旨
尼
に
な
り
た
る
に
、
樒
の
枝
の
虫
つ
い
た
る
に
つ
け
て

い
ひ
や
る
」
と
す
る
贈
答
歌
（
同
二
七
・
二
八
）
と
、
こ
れ
ら
女
房
歌
人
た

ち
の
名
が
挙
が
る
。

　

2 　

 

に
絡
む
藤
原
高
遠
も
ま
た
、
東
宮
（
師
貞
親
王
）
権
亮
（
天
禄
四

年
（
973
）
〜
永
観
二
年
践
祚
ま
で
）
の
官
に
あ
り
、
弟
の
懐
平
は
寛
弘
四
年

19

（
1007
）
以
降
、
東
宮
（
居
貞
）
大
夫
を
務
め
て
い
る
。
10
で
引
用
し
た
為
頼

集
詞
書
中
の
「
宣
耀
殿
」
は
、
正
暦
二
年
（
991
）、
東
宮
（
居
貞
）
に
入
内

し
た
藤
原

子
（
済
時
女
）
を
指
す
。
妹
は
敦
道
親
王
妃
。
藤
原
為
頼
は
、

為
時
の
兄
。
安
和
二
年
（
969
）
以
降
、
寛
和
の
変
に
至
る
ま
で
師
貞
親
王

に
仕
え
、
長
徳
二
年
（
996
）
以
降
は
、
同
四
年
に
没
す
る
ま
で
太
皇
太
后

宮
大
進
と
し
て
昌
子
内
親
王
に
仕
え
た
。
そ
の
後
、
長
保
元
年
（
999
）
十

二
月
の
昌
子
薨
去
時
ま
で
、和
泉
の
父
雅
致
と
夫
道
貞
が
そ
れ
ぞ
れ
大
進
・

同
権
大
進
を
務
め
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
観
身
」
歌
群
に
は
、
師
貞
親
王
・
居
貞
親
王
周
辺
の

歌
人
の
詠
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
敦
道
親
王
と
年
齢
の
近
い
異
母
・

同
母
の
兄
た
ち
で
あ
る
。「
観
身
」
歌
群
の
、拾
遺
集
哀
傷
部
に
通
底
す
る

よ
う
な
死
の
凝
視
、
対
詠
性
の
獲
得
は
、
こ
の
よ
う
な
冷
泉
系
脈
の
影
響

の
中
で
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。

　

先
に
「
河
原
院
に
参
集
し
た
歌
人
達
の
諸
々
の
歌
と
、
花
山
院
周
辺
の

そ
れ
と
を
区
別
す
る
一
つ
の
徴
表
と
し
て
、
仏
教
的
思
惟
の
和
歌
へ
の
浸

透
度
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
好
忠
や
源
順
の
沓
冠
歌
の
手
法
を
踏

襲
し
な
が
ら
、『
な
に
は
つ
』『
あ
さ
か
や
ま
』
を
捨
て
、『
我
不
愛
身
命
』

或
は
『
観
身
岸
額
離
根
草
、
論
命
江
頭
不
繋
舟
』
の
詞
句
を
据
え
た
群
作

を
試
み
る
な
ど
は
、
単
に
生
活
経
験
の
深
ま
り
か
ら
生
じ
た
と
い
う
よ
り

は
、
初
期
百
首
の
方
法
に
加
え
て
、
花
山
院
周
辺
の
和
歌
的
傾
向
を
敏
感

に
摂
取
し
た
和
泉
式
部
の
創
造
的
営
為
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
た
が
、拾
遺

集
哀
傷
の
部
に
通
底
す
る
和
泉
和
歌
の
有
り
様
と
引
用
摂
取
和
歌
の
傾
向

（
16
）

（
17
）
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性
を
通
じ
て
、
幾
分
か
そ
の
検
討
課
題
に
答
え
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

五
、
お
わ
り
に

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
三
つ
の
勒
字
歌
群
は
通
底
す
る
要
素
を
残
し
な
が

ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
な
傾
向
性
を
見
せ
て
い
た
。
和
泉
の
実
生
活
の

変
転
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
体
験
的
・
実
情
的
に
詠
ま
れ
た
自
詠
と
の
自

問
自
答
的
な
「
い
は
ほ
」
歌
群
、「
不
愛
」
歌
群
の
経
文
と
の
対
峙
、
あ
る

い
は
他
の
男
女
が
交
わ
し
た
贈
答
歌
に
参
入
す
る
か
に
応
答
し
、
自
ら
の

孤
独
を
突
き
詰
め
て
い
く
「
観
身
」
歌
群
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
各
歌
群
そ

れ
ぞ
れ
の
応
答
性
ゆ
え
に
複
雑
な
視
点
と
感
情
の
交
錯
が
生
じ
る
様
相
が

見
て
と
れ
、
実
体
験
を
超
え
る
切
迫
し
た
表
現
世
界
が
展
開
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
か
と
思
う
。

　

各
種
法
会
の
盛
行
に
伴
い
経
典
受
持
・
讃
嘆
を
旨
と
す
る
法
文
歌
・
経

旨
歌
が
関
心
を
呼
ぶ
中
で
、
和
泉
は
仏
教
の
教
義
と
生
身
の
存
在
の
乖
離

に
、
罪
障
感
を
抱
え
つ
つ
も
目
を
向
け
ず
に
は
い
な
い
。
勒
字
題
に
よ
り

あ
る
べ
き
理
念
を
主
題
と
し
て
提
示
し
つ
つ
、
そ
れ
と
の
関
係
・
乖
離
を

詠
じ
る
た
め
に
は
、
冠
音
の
み
が
規
制
さ
れ
る
勒
字
の
方
法
は
極
め
て
有

効
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
（
1
）
中
世
和
歌
の
主
流
た
る
「
定
数
歌
」
と
区
別
し
て
言
う
。
拙
稿

「
初
期
百
首
と
私
家
集
―
好
忠
百
首
を
中
心
に
―
」（『
王
朝
私
家

集
の
成
立
と
展
開
』
風
間
書
房　

一
九
九
二
）

（
2
）
拙
稿
「
和
泉
式
部
の
詠
歌
環
境
―
そ
の
始
発
期
―
」（『
国
文
学
研

究
』
七
一
集　

一
九
八
〇
・
六
）

（
3
）
拙
著
『
和
泉
式
部
百
首
全
釈
』（
風
間
書
房　

二
〇
〇
四
）、
同

「
和
泉
式
部
続
集
『
五
十
首
歌
』
の
考
察
」（『
物
語
・
日
記
文
学

と
そ
の
周
辺
』
所
収　

桜
楓
社　

一
九
八
〇
）
等

（
4
）
拙
稿
「
和
泉
式
部
集
『
観
身
岸
額
離
根
草
、論
命
江
頭
不
繋
舟
』

の
歌
群
に
関
す
る
考
察
」（『
国
文
学
研
究
』
七
三
集　

一
九
八

一
・
三
）

（
5
）
渡
部
泰
明
「
和
泉
式
部
の
歌
の
方
法
」『
平
安
文
学
を
い
か
に
読

み
直
す
か
』（
笠
間
書
院　

二
〇
一
二
）

（
6
）
小
松
登
美
（
他
）『
和
泉
式
部
集
全
釈　

正
集
篇
』（
東
宝
書
房　

一
九
五
九　

新
装
版　

笠
間
書
院　

二
〇
一
二
）、『
和
泉
式
部

続
集
全
釈　

続
集
篇
』（
東
宝
書
房
一
九
六
六　

新
装
版　

笠
間

書
院　

二
〇
一
二
）

（
7
）
山
崎
誠
「
新
出
の
題
法
華
経
詩
に
つ
い
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』

８　

一
九
九
一
・
一
〇
）

（
8
）
杉
田
ま
ゆ
子
「
公
任
の
釈
教
歌
―
維
摩
経
十
喩
歌　

そ
の
発
生

の
機
縁
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
六
九
号　

一
九
九
五
・
十
一
）

（
9
）
森
田
兼
吉
『
和
泉
式
部
日
記
論
攷
』・『
和
泉
式
部
日
記
論
攷　

第

二
』
笠
間
書
院　

一
九
七
七
・
一
九
八
八
）

（
10
）
稲
田
利
徳
『
西
行
の
和
歌
の
世
界
』
第
一
章
（
笠
間
書
院　

二

〇
〇
四
）
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（
11
）
岩
瀬
法
雲
「
和
泉
式
部
の
無
常
観
―
連
作
「
我
不
愛
身
命
」
を
め

ぐ
っ
て
」（『
園
田
女
子
大
論
文
集
』
一
〇　

一
九
七
五
）

（
12
）
拙
稿
「
匡
衡
集
小
考
―
和
泉
式
部
歌
集
所
収
二
歌
群
と
の
関
連
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
白
梅
学
園
大
学
・
短
期
大
学
紀
要
』
第
43
号　

二

〇
〇
七
・
三
）

（
13
）『
実
方
中
将
集
・
小
馬
命
婦
集
注
釈
』（
大
学
堂
書
店　

一
九
九

三
）

（
14
）三
角
洋
一「
和
泉
式
部
集
を
読
み
解
く
―
観
身
論
命
歌
群
―
」（『
国

文
学
』
三
五
ー
一
二　

一
九
九
〇
・
一
〇
）

（
15
）
他
に
「
道
芝
の
露
」（
小
大
君
集
六
二
・
重
之
子
僧
集
四
八
）、「
道

の
空
」（
小
大
君
集
六
三
）
な
ど
、
特
徴
的
歌
語
が
集
二
四
（
百

首
歌
）・
八
六
五
（「
花
山
院
歌
合
」）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

（
16
）
今
野
厚
子
『
天
皇
と
和
歌
―
三
代
集
の
時
代
の
研
究
―
』（
新
典

社　

二
〇
〇
四
）
第
三
部
は
、
拾
遺
集
哀
傷
部
の
特
性
を
、
天
台

僧
の
詠
歌
の
多
入
、
摩
訶
止
観
に
依
る
構
成
な
ど
か
ら
、
天
台

宗
へ
の
傾
倒
に
見
、
花
山
院
の
志
向
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
、

院
撰
者
説
を
主
張
す
る
。

（
17
）
注
（
2
）
に
同
じ
（
注
（
2
）
論
文
で
は
、
花
山
天
皇
或
い
は
居
貞

親
王
の
歌
合
題
と
、
初
期
百
首
歌
材
の
関
連
に
触
れ
、
ま
た
和
泉
式
部

集
の
「
花
山
院
歌
合
」
題
が
長
能
集
・
道
命
集
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、

今
回
触
れ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
花
山
院
周
辺
歌
人
と
の
接
触
の
可
能
性
に

つ
い
て
述
べ
た
）。

K
ඎൻඈ඄ං Toshiko

：A
 Study on “R

okuji-kagun” of “Izum
ishikibu-K

ashu”: the Ex-
pression M

ethod and Its B
ackgrounds

子
ど
も
学
部
発
達
臨
床
学
科

く
ぼ
き　

と
し
こ
（
日
本
文
学
）


